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国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備も順

調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに堪えないところ

であります。

平成 5年度の調査は、第4次 5年計画の最終年次にあたり、外郭南

部の低地の調査をはじめとする 4地区の調査を実施しました。

第94次調査は、昨年に続き「ふるさと歴史の広場」事業に伴う調査

で、外郭南部において初めて確実な掘立柱建物跡を検出したほか、¥出

羽閏と尾張国との関連を示す木簡が出土するなど多くの成果がありま

した。また、外郭大路の橋脚を精査して、その規模を明らかにするこ

とヵ:で、きました。

第95次調査は、政庁東側にある平坦地の利用状況の解明を目的とす

る調査で、竪穴住居跡や掘立柱建物跡、板塀などを検出し、

物跡と板塀の組み合わせや、その変遷が判明して来ました。

本書は以上のような成果を収録したもので、古代域柵官商遺跡の研

究上、資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導 e 御助言を賜りま

した、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮城県

多賀域跡調査研究所、秋田市教育委員会秋田域跡調査事務所に心から

感謝申し上げるとともに、史跡管理団体イ山北町、同教育委員会、千畑

町教育委員会ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心から淳く御

礼申し上げます。

6年 3月15日

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長富樫泰時
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本書は秋田県教育庁払田$跡調査事務所が、平成 5年度に実施した第94次----97次調査の

概要報告である。

国立援史民俗博物館歴史研究部、平JlI南教授に依頼し、玉稿をいただい

ずこO

河川跡の物理探査は、平成 4年10月 西谷忠師助教

授に依頼して実施したもので、その結果を御報告いただいた。

4 灰柚胸器の鑑定は、文化庁文化財保護部美術工芸課、斎藤孝正氏に依頼した。

5 土色の記載については、小山正忠@竹原秀雄編著『新版標準土邑帖~ 1976 (昭和51)

6 

i 

した。

座標系を基準に作成した。実測図及び地形図中の方位は座標北

を示し、磁北はこれより N7
0

30' 00"\"である。詳細は『払田柵跡調査事務所年報1977~

を参照されたレ。

LtこO

S 1 SB 掘立柱建物跡、 SL {可JlI跡、 SD s 板塀、 SK 土坑

S K (T) 陥し穴;伏遺構、 SX その他の遺構

8 掘立柱建物跡の模式図には下記の記号を用いた。

柱掘形 禽柱痕跡 む柱根 +推定柱位置
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第 l章はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡仙北町払田 e 千畑町本堂域間にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大曲市の東方約 6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山、

長森の丘陵を中心として、北側を川口)11;;矢島)11(烏JlI)、南側を丸子JlI 1 ) 十こよって

まれた沖積地に立地する。

1902 e 3 (明治35e 36)年の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、 1906(明治39)

から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された樫木が、地元の後藤宙外@藤井東ーの努力

によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開かれた。 1930(昭和 5)年 3月、後藤宙

タトが調査を実施し、さらに同年10月、文部省嘱託上回三平によって学術調査が行われて遺跡の

輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、 1931 (昭和七年 3月初日付けで秋田県最初の屈

指定史跡となり、 1988(昭和63)年 6月29日付けーで史跡の追加指定がなされて現在に至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

イ山北町と協議のと、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把握するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年、現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、本格的な発

掘調査を開始した。さし、わい、地元管理由体イ山北町および地域の人々の深い理解により、史跡

指定地内は開発計悶から除外された。当事務所は1986(昭和61)年 4丹、「秋田県教育庁払田

柵跡調査事務所Jと改称した。現在は「払田柵跡調査要項」の第 4次5年計画に基づいて計画

的に発掘調査を実施している。これまでの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡、は長森@真山を酉む外郭線、と、長森を囲む内郭線からなる。外郭は東西1， 370 m、南北780

mの長橋円形で、外郭線の延長3，600m、内郭を含む総面積約875，000nfである。外郭線は 1

期の造営で角材列が一列にならび、東西南北vこ八脚門がつく。内郭は東西765m、南北320mの

長楕円形で面積約163，000nf、内郭線の延長は約1， 760 mで石塁、築地土塀、(東@西@南の111

麓)と角材子Ijが連なり、東西南北に八脚門がつく。内郭北内は 2時期、 e 南門は 4

時期にわたる造営が認められる。

長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で区画され、正殿@東脇殿@西脇殿や付属建物

群が配置されている。これらの政庁の建物には I~V期の変遷があり、意Ij建は 9 世紀初頭、

1 i:l:t紀初頭である。政庁の調査成果は報告書『払田柵跡 I 一政庁跡-~ (昭和初年 3月)

として公子日した。

出土品には、

がある。木簡には「飽海郡少隊長解

の文書 e貢進用木簡がある。 11載悔J

二斗八升」

「間:家」

@曲物なと

十日」など

などの文
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字がある。

管理団体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計岡による遺構保護整備地区である内郭地

域の土地買い上げ事業を進めており、 1982(昭和57)年からは環境整備事業を実施している。

第 1図 遺跡の位置

- 2 -

、‘



第 2章調査計画と

さいわL

の調査は「払田柵跡調査要項 vこ基づく、第 4次 5

、ては、秋田県の要求額どおりの

あたる。

(総計費1，400万円の

平成 5

うち、

した。

-"乙ハノ
」 ω で、次のような「平成 5年度払出柵跡調査計画 」を

第 1表計爵計画表

第94次
外郭南部

( 1山北町払田宇仲谷地)
1， 000 nf 1 4 月 10 日 ~7 月 31 臼

第95次
内郭東

(仙北町払田字長森)
650nr 1 8月 1日-----10月31日

合計 2 地区 1，650 m2 

され、

「
門
リ成平

と

1
ノ

作

ιu' ま 「払田禰跡発掘調査第 4次 5 として

承認されたものである。

白的と

おいて一部を検出してし、た掘立柱建物跡@橋脚跡の全貌の

として残されていたトレンチでの遺構確認を目的としたものである。

政庁の東方にある平坦地の利用状況の解明を目的とするもので、平成 3

る。

第96?失調査と {山北町から提出されてし、

とする。

くもので、

t
t
V
 

1
し とする J 

f 、

ものである 0

5 2 とおりである。

3 
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第 2表

地区 備 考

第94次 i 外郭南部

(仙北町払田字仲谷地)
1，680 nf 4 月 19 日 ~7 月 30 日

内づド 〆〆1、 '-'1' 
C{山北町長、田字長森)

445 nf I 8月 2日--10月12日

第98i大
外 北 ι"'-

(千畑町本堂i成田宇百 I=:I木)
24 nr I 8月 2日--8月 5日

第97次
外郭

18nf I 9 月 1 日 ~9 月 9 日

よ口ム 計| 4 地 2，167nr 

3地区に分かれる。内郭南門東方地区においては掘立柱建物跡を 4棟検出した。

その一つは桁行 5間×・梁行 3間の東西棟で南に腐が付く。 2時期あり、 2期めの柱掘形から

33号木簡と、 9世紀初頭の土師器杯が出土した。「官」、「厨Jなどの墨書士器も多く出土し、

周辺にも建物の存在が予想されることから、長森丘陵南側裾部に官街ブロックの存在が考えら

れ、これらの建物はその一部を構成するものであろう。

桁行 7間× 2間の掘立柱建物跡 3棟を検出した。南北棟で、各

々 2時期があり、 10世紀に入ってから払出柵の終末ま

る河川があり、外郭南門と

が昨年の調査で判明してL、たが、新たに 6本

された建物と考えられる。

橋が架けられていたこと

した。でつの門の間に

の)11幅は約百は橋は 1カ所のみで、 さ17111、臨3.3m、

m 以内で、こ111と されfこo r~ 
b 

c 
¥ 曲折し

られていた。

掘立柱建物跡、板塀などを検出し、擁立柱建物跡と板塀の組み

合土ァせと、それら ら判明した。 1) され、なお、

るとし、うことる。また、このj也i品工、その利用のされ方が極め

も明らカ瓦になってきた。

される地点の発掘であったが、河川による厚し、砂機

も，!fij二しなカ忌った。層

部

器)十が出:士したのみであった。

ふ~

C 堀は検出されず、少数の土

- 4 -
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第94次調査第

払田柵跡調査事務所-4幸IH993

調査経過第 1節

La;よai;
I I 
I I 
! ! 
I I 

一一-...-一一寸一一

I I 

;紘爵!

;e;Jaia 
;i 
I I 

LJ: 
門

口1

，. 
--

史跡等活用特別事業による払田

柵跡の整備は平成 3年度から開始

整備も

され、既にガイダンス施設が完成

して多くの参観者を得ている。平

外郭

と外郭線角材列の復原、外郭

なお継続して調査する必

南門と内郭南門を結ぶ大路の復原

第93i失調査として発掘調査を実施

成 4年度には整備計画予定地域内

当事務所ではこれらの工事計画

じたため、第94次調査とし

における遺構の保護を日的とする

してこれに対処したのであった。

に先立ち、平成 4年度に第92次、

されずこO

しかし、

て調査計画に組み入れて発掘調査
第94次調査位置密間

出つJ
}第

したのである。

内郭南門東方のトレンチを東から掘りテントを設昔、機材の搬入を行い、 23日、4月19日、

トレンその後、トレンチの西部でSB 1054掘立柱建物跡の柱揖形を検出、5月10日、始める。

19日、新たに SB 1055掘立柱建物跡、を投出、 31チを南北に拡張し

この日よりヲー6月 2日、し、日に

ttl二!::.Ltこ。 14した。 10日、 SB 1054の柱掘71浮から西地区の盛ゴ二@

く延びてし、ることがわカぉり、口
H

ルS DI059溝はこの建物のS B 1063を検出、7月 1日、2時期あることも判明しfニ。

6日、昨年検出していた SX 1049橋脚の北側にあ

8 、、その後、橋脚の南側の掘り

6 

り下げ、

橋脚地区の盛土@

る、炭化物を多く
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第 3章第94次調査

目、内郭南門南西地区ではSB 1060を検出。 16日に、この地区の調査を終了した。 20日頃まで

に橋脚付近を広く掘り下げ、昨年検出できなかった新たな橋脚を検出。矢板の存在や、士層の

観察から橋が架けられていた時点で、の河川の北岸も明らかになった。 27日、橋脚の写真撮影を

行い、その後、 9 月 6~8B にかけて、橋脚検出地点より南の一帯を重機を使用して川底まで

掘り下げたが、新たな橋脚遺構の検出はなかった。

9月20日には第37回顧問会議を開催し、調査@研究の顧問である秋田大学新野直吉学長、国

立歴史民俗博物館考古研究部、岡田茂弘教授に対し、第95次調査も含めて調査成果の概要を説

明するとともに、現地で御指導いただいた。 10月 2日には現地説明会を開催し、一般の方々に

調査成果を説明した。

第 2節検出 と遺物 (第 4図)

調査地は標高33m前後の元水悶と i自宅地(後藤家@菅原家)である。内郭南門東方地区では

遺構の確認を、内郭南門南西地区では昨年の第93次調査で一部を検出した掘立柱建物跡の全体

の検出を、橋脚地区では橋脚の長さ、!播員などの把握をそれぞれ目的として調査を実施した。

総検出遺構は、掘立柱建物跡 7 6 橋脚 1e溝 3 G 土坑 6 G その他の遺構 2の計19遺構である。

〔内郭南門東方地区) (第 5• 7図)

調査区は、昨年の第93次調査で設定し、表土のみを重機で剥がしていた東西52m、南北3.6

mの細長いトレンチである。 トレンチの西方はかつて商代として使用されていたが、東方は宅

地となっていたために、旧表土の上に厚さ 30~80cmの盛土がなされている。 トレンチの東端か

ら13mの位置から、西へi福6. 5mにわたり、地山砂質土居と、その上に堆積する黒色土層が大

きく落ち込み、砂と黒色土が交互に薄い層理をなす。この位置の北にある長森丘陵の裾に湧水

があり、その水流によるものであろう。遺物はこの東からはほとんど出土せず、これより西側

からのみ多く出土する。このことは遺構の有無に関わっていると考えられる。

トレンチの西部で南@北両壁に柱掘形が検出され、柱根も残っていることが判明したので、

拡張して建物全体の検出に努めた。

三戸

一 掘立柱建物跡 4砂土坑 1・その他の遺構 lの計 6遺構を検出した。

1 遺構と遺物

( 1 ) 掘立柱建物跡

$思 1054Ae 昌 (第 6• 8図，巻首図版 1~ 5) 

桁行 5間×梁行 3間で、南脂付きの東西棟掘立柱式建物跡である。 A.B2時期あるが、ほ

- 9 
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第 3章第94次調査

ぼ間位置での建て替えで、平面の柱摺形の重複が認められ

たのは 4カ所のみである。柱掘形は、古い方のA期建物で

は一辺約80cmの偶丸方形で、深さ50'""--60cm、B期建物では一

辺65~90cmの隅丸方形か略円形で、深さはA期建物と向じ

か、 A期建物の掘形底面を約15cm掘り下げるものがある O

B期建物では12本の柱根が残 f)~ 4カ所で柱痕跡が検出さ

れた。それらから計測される B 桁行が北側柱列で総長12.23m (東から

2.36+2.55+2.40十2.44+2.48)、梁行は東妻で総長9.66m (北から2.96十2.98十3.72)で、

計画尺は桁行40尺(8尺等間)、梁行32尺(10+10十12)であろう。 l尺は30.4cmである。廊の

出は3.72mである。建物方位は東妻柱列で見ると、発掘基準線に対し北が西へ l度振れる。

柱根は、東妻の北から 3番目の牲がスギを用いており三宮径:14側、残存長69c虫、外，胃に手斧

痕が明瞭に残る。南東隅および、その西側(痛の東から 2番目)の柱はスギであるが、他の材

はクリなどの広葉樹である。北東偶柱は一辺36x 26cmの角柱、他は径25'""--34cmの円柱である。

柱は全て芯持材を使用してし、る。

入側柱列の商から 3番目のB期摺形から、底部およびその周縁に回転へラケズリを施す土師

器杯(第 9図 1)と共に第33号木簡(8 )が出土した。土師器の年代は 9世紀初頭頃と推定さ

れる。 2も柱掘形から出土した土師器杯である。:3(土須恵器斐で内部に墨痕がある。 4&主席の

西から 2番目の掘形を切る/トピットから出土した土師器皿である。この建物に伴うものではな

く、年代も 101止紀代の土器である。木簡は長さ 130畑、幅30畑、厚さ 5mmの柾目板で、019型式で

ある。この木簡につL、ては、国立歴史民俗博物館歴史研究部平!日南教授による釈読を27'""--29ベー

ジに掲載した。

S B 1055 (，第 G• 8関.巻首図版1，区I!:f:z1 • 2 • 5) 

3出jx梁行 3間の東西探掘立柱式建物跡で、 SBI054vこ重複し、

S B 1054よりも新Ll、。柱掘形は小さいもので一辺62cmx 45cm、大き

し、もので一辺86cm:x: 68cmの略方形で、このうち北西隅と南西隅の掘形

。北西隅柱の掘形は深さ55cmで、

間径18cmのやや楕円形のスギ村である。北側を I~余き、全体に杵の涌り

桁行が北側で総長7.3m 

から推定2.40+2.35十2.55) る商事で総長5.9m (北から推定1.8-ト2.1+2.0) 

ヴて、
、梁行20尺(6十 7十 7)であろうか。

列で見ると、 し北が西へ10
0

振れる。

北側の柱掘形内か 9図 5)、墨痕のある Ltこ一白

- lS 
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S B 1054北側西2 S B 1054東妻北3

日立33.70m一 H =33.30m-

1 7.5Y R封黒色土、 7.5YR%暗オリーブ砂、 A期

2 7.5Y R先黒色土、 B期
1 5Y予言灰オリーブ色細砂、 7.5Y R1Ji黒色土
2 5Yぢ灰オリーブ砂、lQGY釘11音締灰粘土

自 日
S B 1055北西隅 S B 1058北京隅 S K 1053 

H =33.50m- 日=33.30m- 日=33.50m-

1 lOY R7i黒色土
2 lOY R白黒色二i二、 7.5YY:.;1法オ 1)ーフ1沙
3 7.5Y%1清オリーブ砂

1 7.5γR予1.'f.l;色ニヒ
2 7.5Y R%1l音オリーブ齢、
3 7 .5Y R汚黒褐色士、柱痕跡

lOG Y:!11l音寺柔};夫

第8図 S B 1054 e 1055 • 1058柱掘形ヲ SK 1053 
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第3章第94I'失調査

③ S露1057 (第 6図)

トレンチの南壁断面にかかる柱掘形と、それに重複する柱掘形をそれぞれ l基検出した。 ト

レンチ断面に見られる掘形は長さ55cm、深さ58cmあり、直径26cmの芯持ちの柱根が残る。埋土

は地山の砂質土にその上の黒褐色土が混じる。その北側のトレンチ内には一辺74----76cmで、方形

の柱掘形があ久直径22cmの柱痕跡が残ってしι。両者はわずかに重複するが、新!日関係を明

確にすることはできなかった。柱列の可能性もあるが、掘立柱建物跡の柱摺形との近似性から、

トレンチの南に拡がる建物跡の柱掘形と推定しておく。

据形内から須葱器杯(第 9図 6)が出土した。

④ 5 B 1058 (第 6• 8図)

調査区の南西偶に検出した 2基の柱掘形である。一辺70----94cmの略方形で、深さ40----45cmある O

L、ずれにも痘径25c訟の柱疫駄が£り、その柱間距離は2.65訟である。 2基の据形のjtおよ

のはこれに並ぶ掘形がないことから、西へ拡がる掘立柱建物跡の東側の北 l間であろう。建物

方位はこの 1間で見る限り、発掘基準線に対し北が酉へ 7
0

振れる。

S B 1054の南西隅柱との距離は約1.80 111にすぎなし、ことから、本建物との同時併存は考え難

し、G

2基の柱掘形のうち、南の掘形の埋土から、項恵器 a 土師器杯の小破片が出土した。

( 2 )土坑

51く1053 (第 6• 8図)

トレンチ東方に単独で検出された長軸70cm、短車R160cm、深さ30cmの土坑で、ある。遺構確認国

から土師器杯(第 9図 7)が出土した。

(む その他の遺構

S X 1 056 (第 6図)

jとからの水流によって堆積した縮か¥_、砂傑層でL

掘立柱建物跡の柱揃形が掘り込む黒色土層をえぐりながら、

む。建物跡よりは確実に新しい土!習である。

り痕のある しずこ。

2 遺構外出土遺物 1第1(ト17図)

( 1 ) 須恵器

して東へ流れている。 SB 1054 

っており、土器片を合

9 --21は底部切り離し ラ切りによる杯である。底部に墨書のあるものが 6点あり、

13は「中」、 19は「厨」、 20• 21は か。他は不明である。 23--31は底部切り離

切りによる杯で、 24を除き る。 23は体部に iJ苛J、「長」の文字があるが、底部の文字

は不明である。 25は 26--28は であろう。 29e 31は して り、
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。 lOcm 

ζ二二二コ日

番号 種 別j 結形 iゴJ 徴 (ロ〈miE主) 2(号cm潟) f底EIiお三E 
1ftH士旨Gf数1土3ζ 1外頁 凶版

1 二回Inll~ 杯 外llii ロケロナデ→回転、ヲウズリ少回転糸切り 内面。ログロナデ 12，2 7.0 3.7 0，56 29，8 21
0 25-1 

? 【iて前器|杯|外IFlI 口夕日ナデサ回転糸切り 内市 μ クμ ナデ 11. 2 :)， 4 3，2 [)， 48 28，6 270 

3 ミ互恵苦言 斐 外語タタキメ 内 耐 墨 痕 あ i)

4 士郎器 杯 外 函 日夕日ナデ→回転糸切り 内面 口夕日ナデ 12，9 5，6 3.4 0，43 26.4 46' 25-2 

5 こと師器 杯 外商・口グロナデー今回転ヘラ切り 内頭・ログロナデ 11.4 6，2 3.8 0，54 33.3 23
0 

6 須忠器 {司; 外国 ロクロナデ 内部.ロケロブデ 13.4 7.4 3.4 0，55 25，4 31ロ

7 1:師Wd: 字下 外煽.ログロナデシ|百l転糸切り Iλj尚一 ロクロナデ S.4 

第9図 S日1054• 1055 • 1057. S K 1053出土遺物

- 18 -



第 3章第94次調査

系:号 f重労1) 号号形 11¥上地層{ケ 徴
ni乏

1I広cm宅) ( cγmt IE} 3 指江主数径 f日i宣筏老E 1外 傾 図版(cm) 

9 須恵昔話 杯 HR7S' 2 層層下下 外函 ログロナデー咽転ヘラ切り 内面 ロクロナヂ 12.2 6.5 3.2 0.50 26.2 31
0 

10 須主主器 杯 HR75. 2 外面 ロケロナデ》回転ヘヲ切り 内面 ログロナデ 13.4 7.9 3.2 0.59 23.9 30" 

11 須恵器 杯 HR75. 2層下 外im ログロナ干→回転ヘ弓切 i) 内閣 ロクロナデ 13.2 8.4 32 0.63 24.2 29" 

12 君主忠器 ギィ、 H Q77 . 2層 外面。ロゲロナ子制転J 号切り 内面 ロヲロサヂ 12.4 6.6 3.5 0.53 28.2 33
0 

須窓器
ム
'1'ァf H R70' 3震 内外耐幽 u目 7 pローマヲトトヲデポデ [岬転 切り 誌品山一挙三陸川」 13.4 7.0 3.4 0.52 25.3 :iO" 25-4 

14 須、，忠器 杯 HS77. 2層下 I外1，出651 U41 7 ・[pJ転、フ切り 成二F住民 13.6 4.9 3.2 0.36 23.5 3T 
15 須恵器 杯 HR 75. 2層 l外I'J市l前} ロロ ヶグ '["J恥γ "71;1J 1.1 Ii主百日i二 14.0 8.5 3.6 0.60 25.7 2T 
16 須忠器 ;Ff 日R74 . 2)雲 1外泌 ロクロアデ h回転キ切'1 内面 ロクロナ子 12.2 6.0 Aヲ 0.49 3，1 j I ?A" 

須}~(器 杯 HR76. 2層 外面回転 J 、ラ切り 底部に墨書「口J

18 須窓器 杯 HR75. 2扇 F Zlクy|j2{昨コ.， ~>クう:ロロ:サι:ザ:ヲ 砂1<'1任1 切り 底部に
8.8 

19 須恵号号 杯 II f I RR7754221ftF4t? 1ド 中 l恥、切れ !fr..mii二平 zヰ「間J 6.5 

第10図遺構外出土遺物(1)
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公司 じゃ

番号 千重 別 器Jr* 11¥土地層住 特 徴 (仁cm会j (cm) 
らnモwc三I下l11日hJr J !指E主{数主 高指後数 1タ5主トI¥:ti 間版

20 ミ民恵器 本f HR7日 2r~下 外情l回転へラヤUi) 1ft音gに壌各「上 iJ

21 須;怠器 Iィ: H R 75. 2層 。ii部 uクロす手・向転、守i;fJi) 夜誌に墨書!力

22 須恵器 杯 H R 75. 2屑 外i面 ロタロナデ争回転ヘラ切り 底部iこ墨書「口j

ワ3 須主主器 杯 H R 73. 2/欝 タ上!5I加)jのロ墨ク書ロあサ りァ ・I内日!!"部年切ロりクロl十良部ヂに ii:部に i長J 13.4 5.0 4.0 0.37 29.9 39' 226日 51 

24 須恵音器 杯!日Ri7.2隠 外出 ログロア子叶|ロi転糸切り 内商 ログロナデ 5.6 

25 須恵器 杯 HR75. 2麗 外出 ロケロナ子判転来切り 底部iこ墨烹「廊Jカ 26… 2 

26 須恵器 杯 HR75 乙層下 外聞 ロクロナデ+回転糸切り 底部に薬害[官J 126-3 

27 須忠器 杯 HR75. 2 J欝下 外商問転糸切り 底部に墨書「官」 26-4 

28 須恵器 杯 HR 75. 2層下 外商 ログロブデ→問転糸切り 底部に墨書「官jカ

29 須恵器 初; HR 78. 2層 外国 ログロナヂ→回転来切り 底部iこ墨書「むj

第11図遺構外出土造物(2)
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書号!種号Ij 器形 出土地層佼

30 須恵器 杯料、 上1R75 . 2層 l'

31 須窓器 H R75 . 21欝ド

32 須慈器 杯 HR74の凹み

33 須怠器
存(J存村

H R 7S . 2層下

.14 須恵器 HR74.21苔下

35 須恋苦号 主主 H S77 . 2層下

36 須恵、器 笠士E H R 74 . 2層

37 須窓器 室主 HQ81. 2層

38 須恵器 葉 1 A7S . 2層

徴

外展l クロナデテ回転糸切リ 底音f，:こ墨書

外部 ロクロナデ→回転糸切り 底部に墨ぎ「口」

外国 ロクロブデ内面 ロクロナデ墨IN;あ Ij

!タどま十I吉三弓ロ主 Jク主1口!iづ4Jfjr ，Ij口F寸1>1前1z1ir:、z日タ 1;1グJ口り ナテ 16.1 
主ケ柱1治己z1 ・l/ii円Liグ げ 1十J.j百づ五 '1口np!ク伝子ロ、 !;!Jfり'.て:π 7.0 
外街 ログロナ子→liil転糸切り 内面 ログロナデ

外面 自然糊がかかる、耳が付く。

外箇 ログロナデ内街 ログロナデ 16.8 
外面・タタキメ 内問・アテ具痕 19.8 

第12図遺構外出土遺物(3)
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u 
し」

lUcm 
L_L__] 

番号 径百IJ ;Sifj0 :11卜+地層{ι 徴
2ロ

号(号 指miミi数Z査 国f荷rJ1数~ 四図版
39 I須忠器 護 IHR7fJ > 2層下

外開 タクキづ叶商"1>1ν: 一/一テτてEヶL痕ス
40 I!:自m~~ 杯 HR81'21脅 内タト面mη 口 クゲ 4 リ 12.2 6. G 3.8 0.54 31. 1 25' 

41 上自fi~~ 杯 HR75.21雪下 外面 ログロナデ咽転糸切り |セillJ:ロデロナ子 11.0 6.2 4.0 0.56 36.4 20' 

42 L師~~ 杯 日Q76. 2燈下 外外E5Z1 ロクロナデ，向転糸切り jJ:Jfi'ii ロクロナデ 10.4 5.2 行o0.50 48.1 25" 

43 二i二部器 杯 HQ7G. 2層下 ロ付ロナヂ→!司転糸切り 内1m ログロ十デ 13.4 S.2 5.2 0.40 38.8 30' 

44 二回:m器 約; HR 73 . 2 J冒 外語 ロタロサテー巾i転糸切り fl1!lii ログロナ7 12.5 5.4 5.1 0.43 40.8 27" 26-

45 七師器 杯 HR76. 2層下 ク!.fi'ii ログロナデ明転糸切り 内閣。ロクロナデ 12.4 4.8 4.8 0.39 38.7 34" 

46 ニiニ師法 杯 HQ77. 2層ド 外国 ロクロナデ明転糸切り 内街 ログロナデ 13.6 S.4 4.8 0.40 35.3 33' 

47 ゴ二郎君号 杯 HR66. 3)脅 外商:ログロナデ叶回転糸切り 内fi'ii ログロナデ 14.4 5.6 5.4 0.39 38.5 30' 

48 土師号E 杯 HR68. 3)習 外街 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ログロチエデ 12.8 4.3 4.4 0.33 34.1 37' 26-6 

第13罰遺構外出土遺物(4)
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εフ 59

番号 種目Ij 古詩形 出土地層位

49 !こ官官 !J~ 杯 HR73. 2層ド

50 土師器 杯 HQ76. 2層ト

51 土師器 杯 HR 73. 21脅

52 土師器 HR65. 3層

53 上師器 ね; HR65' 31警

54 ;土師器 杯 HR74.21習

!J!J 土師器 杯 HR75. 2層下

56 上師綜 杯 HR 75. 2層ド

57 J二自!日器 村ド HR 73' 2層下

58 一l二師器 杯、 1 A75 . 2層

59 ニ!こ師器 杯 HR74.2層

60 土師器 杯 1 A79. 2層

61 土師器 杯 HR74. 2溜

、

正夫6 ，〆'

.. :L-_一之 57

マわ

fdo 

第 3章第94次調査

ー~戸~~

建フペ
ζ 三三

万=デミ
4重量J

o lOcm 
よー L~J~

特 徴 (仁CiIfg金，) 底乏) 主lj
指l段数径 高指径数 居外主1頃 |玄1 Ilt;: 

外出 ロゲロサデ咽糸切り 内閥 ロクロナデ 13.0 5.6 4.4 0.43 33.8 32包 26-7 
外!民 ログロナデ歩101転糸切り /}j@ ログロナデ 13.2 5.0 5.2 0.38 39.4 35

0 

ク|商'ロケロナデ→回転糸切 IJ 内iIfi:クロナデ 13.4 5.6 4.7 0.42 3fi.l 35
0 

外面。ロタ戸ナデ-，回転糸切 II 内面 ロJ) Pナデ 13.6 4.8 3.5 0.35 25.7 48" 
外面 ログロナ7→回転糸切 i) 内銅 μゲロナヂ 13.4 5.6 5.0 0.42 37.3 36

0 

外内同自l 子uロwτE♂pヤク円pμー.，.トrづアr ヂ bド'1川転糸町リ 民掃に患者 !'EfJ内外部i剖 伝ヘゥ切り底許giこ1答書 f'白」
26-8 

j外ムil{f前d 転〆ラ切り 民自;に耳主計
27-1 

外illi 回ji伝糸切り 底部に墨書「己J 27-2 
外商 ログロナデ服部に墨書「厨J

外面:回転糸切り !底部に選議「口J
外面回転糸切り 底部に墨書「厨j

タI作トげ対n日 - 1円思淑ク リ「ナW-1ラJーJぺ可'Iiiミヅ宇ミ年ワり 27-3 

第14毘遺構外出土遺物(5)
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第16~ 遺構外出土遺物(7)
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仁二三

。 lOcm 

匡雪

73 畠74

&75 

第1i図遺構外出土遺物(8)

硯であろう。 32の内面にも墨痕が見られる。 33@ 34は高台付杯で、 34は「厨」

る。 35は小型の輩、 36は壷で胴上部に耳が付く。 37は蓋てボタン状のつまみを有し、口縁端部

は内i傾する。 38a 39は斐で外面に平行叩き目、内面に円文叩き目がある。 38は口縁部が外傾し、

口唇は平坦で外に突出する。 39は口縁部が外反し、口唇部は尖り、直下に稜を形成する。

( 2 ) 土師器

40---61は杯である。 40は底部およびその周縁に回転ヘラケズリによる再調整が施されている。

41は底径が大きし全体の器形がが40に似る。 52 ・ 53は口縁部が大きく外反する。 54~61 には

り、 54--56は i官」、 58$ 60は「厨j、61は「缶口」と読まれるが、他は不明である。 62

26 
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--64は高台付杯で、 62は内面黒色処理を施す。 65c 66は羽釜の口縁部破片である。他に小破片

であるが底部に砂粒が多く付着する砂底土器(図版27-4)が l点出土した。底部中央が器内

面に向かつて問み、凹み内にも砂が付着する。器種は牽と推定される。

( 3 ) 中控陶器

66---68は珠洲、!系陶器の措鉢である。

( 4 )瓦

70は平瓦で、灰色を皇しやや軟質である。凹面に糸切り痕と布目痕、凸面に格子叩き目、側

面と側面の凸面にへラケズリ調整を施す。 71も平瓦で灰色を呈し硬質である。凹面に布目痕が

あり、凸面は無文である。側面の凸面、凹語にへラケズリ調整を施す。 72は丸瓦で、凸面は無

文、四面には布目痕と糸切り痕がある。

( 5 ) 木製品

73は上部を欠くが厚さ 6mmほどで扇平で、下端は両側から削られて細くなっている。 74• 75 

も上部を欠くが淳みがあり、先端は縮く尖る。

払田 柵 跡 出 土 木 簡

国立歴史民俗博物舘歴史研究部 ][1 南

l 釈文
〔針ヵ J[公ヵ〕

f小口口口調米五斗×

2 形状

している。 ど、現状のなかほどの箇所に削痕があり、

失われている。

3 内容

下端の形:1:7¥は不明であるが、 なしている。 「人名十税目+物品名十

とあることから、寅進物付札とみることができる。『延喜民部式』によれば、陸奥@出

羽両国の調}蓄は当面に納め、その出納i娠を正税調使に付して申し送れと規定されてし、る。また、

その品目 のうちで出羽田一国のみ、狭布と並んで米 e 穀をあげている。(f患の国では、

自余の場合に米あるいは穀が品目として規定されている。)この調米の史料は、秋田城跡第二

五次発掘調査(鵜ノ木地区)において、同様の貢進物件札(第 2号木簡)に「調米」の記載が

-27 
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みられる。

d I浪人丈部八手五斗J

「 勝賓五年調米」

数量「五斗」以下欠損して不明であるが、おそらく

に違いない。

貫道者「小園口公Jのウジ名川、針J(オハリ)については、秋田城跡第五四次発掘調査(外

370 x 25 x 7 033 

コー俵、俵ごとに札が付けられた

郭東門跡付近)出土木簡のなかに、数例認められる。

一六 . I火長他田マ根万色 物マ子家口
c1口〕

大伴マ真秋山 長門マ口万日 大持マ真古万日 尾播マ子徳口万

矢田マ子酒万巴 神人マ福万百 三村マ子奮人 小長谷マ犬万匹

小針、尾播マ、尾治部、尾張マは、いずれも「オハリ」を表記したと判断できる。

「オハリ」関係の文献史料は、東北関係で、は『日本後来日』延暦十五年 (796)十一月

より外従五位下を授けられた「尾張連大食jなる人物がみえる。さらに、出羽

田と尾張との関係を示す重要な資料は、次のものであろう。

『続日本紀』和銅七年 (714)十月

一百戸。配出羽柵戸。

羽出 とし移自己さj1てし‘る i二-l"， ，ζ 
'-_')/1し 'OJ0 

木簡の「オハリ j関係の人名

して、今後の課題とみておきたい。

と出羽国との える上で、貴重な史料と

〔参与JU和名

ム出羽国河辺郡稲域郷十+尾張国丹羽郡稲木郷

11=¥羽国間}II郡新家郷+ート

呂

大宝二@十一i司 と共に、性宿禰を賜った(続紀)。

28 -
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ム敏達天皇皇子は『日 では「尾張皇子J、『古事記』では レ」 している。

〔内郭南門南西地区] (第18.19悶，図版 6) 

昨年の第93次調査で、 SB 1048掘立柱建物跡の南妻部分、 SD 1041溝、柱根の残る掘形など

をトレンチ調査で検出していたので、それらの全体を把握することを自的に北へ調査区を拡張

した。

される前の表土で厚さ1O~20crn、第 3 層は遺物をごく少量含む黒色土層で:'10~40crnの厚さに堆

積する。調査区北方では、この下が黒色土で遺構確認面であるが、中央部より南では、火山灰

の粒子を含む黒褐色土が第 4層となる。第 5層は黒色土とオリーブ黒色砂質土の混じった盛土

整地層で、火山灰粒子を含んでいないれこの地区に建物を建てる直前に施されたものであろう c

調査区北方には存在しない。第 6J警はにぶい黄褐色ないし黒色を皐する粘土質土で、 SX1061 

内の自然堆積土である。最も)享い所で‘は65crnあり、その下は凹地の底の青灰色粘土層である。

この調査区では、掘立柱建物跡 3、溝上その他の遺構 lを検出した。

l 遺構と遺物

( 1 ) 掘立柱建物跡

宰嘗 1060A .島 {第18.20図帝国版 8) 

7間×梁行 2間の南北棟擁立柱式建物跡で、 3棟のうち最初の建物

である。 AeB2時期がある。 A期建物では西側の南から 2番目の柱根が

残ってL、るのみで、 filiには柱痕跡も見られなL、。 B期建物では柱根が 3本、

柱痕跡;が 2カ所で樟出ざれた。柱摺形は、北妻で‘は直{乏72----75cmの円形で

深さ36crn、西側の南から 3番目の柱では、長径114crn、短径102cmの楕円形

である。柱掘:形と残存する柱根および柱痕跡から推定される B

西側で見ると桁行総長17.94m (北から2.6十2.58+2.46+2.7

十2.6十2.6十2.4)、梁行は二!と妻で5.2m (2.6+2.6)で、計画尺はそれぞ

れ60尺、 18尺と推定される。 1尺は29.4crnである。

されず、ほぼ問-(立震での建て替えであり、この

ことは SB 1048と同じである。建て替えにあたって西側柱列では柱をいす'hも東へ移動させて

お 1)、南から 2番目の柱の移動距離は66cmで、ある。これに対し、東側では北から 4本日までは

南北方向にわず‘かに移動させるが、それより南の 4本は東へ移動させている。

南東隅柱は SBI048の南妻柱と重複するが、両者の新旧関係の把撞は国難であった。しかし、

S B 1048はB期建物の柱根が明確に残存し、 A.B期ともに柱掘形;理士に火山灰約千守合計こ

として利用されていたので、 さ 30~40cmの盛土で、島る。第 2 層は盛土

29 
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と、本建物の場合、 B期柱掘形には火山灰粒子を含むがA期の柱掘形埋土には火山灰粒子が認

められず、火山灰降下前の構築であることから、本建物の方がSB 1048よりも古レと考えられ

る。

第93次調査でSKI050土坑としたものは、本建物東側の南から 2番目の柱掘形である。建物

方位はB期の場合、西側柱列で見ると、発掘基準線に対し北が西へ 30振れる。 A期建物は西

側の柱掘形から推定すると、発掘基準線に対し北が西へ 10振れる。

柱摺形から土師器杯(第22図1. 2)のほか、破片資料とし 口縁部の小破片が出土

した。

② S蕗1048A・毘 (第18.20図，図版7)

桁行 7間×梁行2間の南北棟掘立柱式建物跡でA.B2時期がある。柱

掘形はB期の場合、直径60~70cmの楕円形、直径80cmの円形を皇するもの

などがあり、東側の北から 4番目の掘形は深さ50cmで、柱の下に礎板を敷

く。 B期建物は、北妻を除く全ての掘形に直径20-._，30cmの柱根が残ってい

る。柱は芯持ちの丸柱で広葉樹を利用している。 A.B期ともに掘形埋土

には火山灰の徴粒子を含む。

柱根から計測される B期建物の平面規模は、東側で桁行総長18.05m(北

から2.38十2.77十2.47十2.53十2.44十2.94十2.52i、梁行は南妻で総長

5.26 m (東から2.56十2.70)、北妻ではほぼ5.40mと南側より広い。計間

尺は桁行60尺 (8十9+8十8.5十8+10+8.5)、梁行18尺 (9十9) と推定さ

れる。 1尺は29.8cmである。

建て替えにあたり東西両側では建物の外方へ柱位置を移動してし、るが、北妻柱はほぼ同位置

と見られるから、棟通りをそのままとして梁行を拡げたことになる。その際A期

建物に比べ、約30cmvまど東西両側の柱を移動していると推定される。

北から 3間日に間仕切りがある。間仕切り中央の柱掘形は深さ 5---10cmと浅く、柱根も霞琵

22cmと他より細い。柱の下には礎板を敷く。 SB 1063に伴うと考えられる SD 1059を掘り下げ

てからその底面に検出されたので、新!日関係は SB 1063およびSD 1059より古L、。しかし、間

仕切りがSB 1048のA.B期L、ずれに伴うものか定かではなL、
発掘基準線に対し北が西へ 50撮れる。

柱掘形から須;恵器護の納部と土日市器杯の小破片が出土した。

S B 1063A • B (第18・20図，凶版 7・8) 

ると、

桁行 7間×梁行 2間の南北棟掘立柱式建物跡で、 A.B2時期がある。西側の北から 4本の

柱掘形は SD1041溝が埋まってカ込ら、これを掘り込んでいる。北妻柱は、 SB 1048B建物の北

30 
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2.5Y?'i黒褐色土、火山灰多く含む
2. !J Y~í黒褐急土、火山灰少し含む
7.5Y R 1五翠色士、lOY鬼才リーブ、黒色砂質土
火山灰降下削の整地層
lOYRYsにぷい黄褐色粘土
2.5Y31黒色粘土、 SX 1061 

lOYR完黒褐色、宅地盛土
7，5Y R児、黒掲名、!日表土
lOYRち黒色土
lOYR黒色士、火山灰少し含む

2 .5G Y7i'1l音オリーブ灰、火山灰降下後の 9 
部分的な整地 10 

ハ
b
m
i
o
o

1
1
q
L

つU
4
4
4
r
D

2m 。

一

H =33.lOm-H =33.lOm-

S B 1048東側北4

H =33.00m-

7.5Y R予iJ呂色L-.、 7.5YR%明褐色 1--

7.5Y R封黒色j:、lOGY封11音紘灰色粘土 1 7 .5Y R封黒色土、 7.5YR元明掲色土

l' 1に炭化物が多く混入

2 lOYR31黒色土、

3 7 .5Y R封黒色土、lOGY'Xlltr緑灰色粘土

4 2.5Y討果、竪くしまっている

o 1m 

l 
n 

lOYR7i'黒褐色土、 lOGY)~1l音繰灰色粘土、
AJむj

7.5Y R封黒色二i二、火山灰粒jveii2入、 BJt月つ

S日1048 • 1060 • 1063柱揺形土層断商問第20図

る。西側の南 4本の柱掘形は検出することができ柱邸
内西

よび柱痕跡から推定されるる性掘形、なかった。

(北から2.1+2.1+2.1十2.0十2.1十1.8十2.1)、梁行総長桁行総長14.4m 

で、計画尺は48尺 (7+7十7+7+7十6十7)、梁行16尺(2.4→2.4) 4.80111 

と推定される。(8十8)

おおよそ直箆70cmの構内形であるが、東側の北か

にあたり、1~1 のそれは、一一辺1. 0-- 1. 2m の略方形を

33 

B期建物の柱掘形は、

ら4
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東側の柱は南東方向に移動している。

A"B期ともに掘形の埋土には焼土粒@炭化物などの混入が多く、他の建物に比べ、埋土が

最も汚れている。東西両側の北から 4本目の掘形には柱根が残るが、掘形の隅にあって大きく

傾いている。 SD 1059は理士に細かい炭化物を多く含み、本建物の柱掘形の埋土に近似する。

の柱筋にも平行していることから、本建物の雨落ち溝であろうか。このj警は SB 1048 

建物跡の間仕切柱より新しい。 以上のことから、 3棟の建物の中では本建物が最も新しいと考

えられる。建物方位は発掘基準線にほぼ一致すると推定される。

B期の柱掘形から、底部に回転糸切り痕のある土師器杯の小破片が出土した。

( 2 )溝

① S D 1041 A e 器 (第18閤，図版 8• 9) 

9 iil、南北12.8III、逆「コJ字:決をなす一連の溝である。ほぼ直角に屈曲し、西側の溝

の土層断面ではA"B2期あることが明らかである。 A期のそれはi隔1.8m、深さ約30cm、B

期のそれは幅1.15 m 、深さ 32~42cmほどで、いずれも火山灰降下よりも前の掘り込みである O

B期溝の中に火山灰が降下し、以後ほどなくして土が堆積し、溝が埋まったらしい。北側では

全体の幅が 1~ 1.55 m、深さ50cmあり、火山灰降下時には、溝のおよそ半分が埋まっている。

南側ではi福1.15 m、深さ40cmあり、火山灰降下時にはそのほとんどが埋まっている。

溝の方向、殊に南北方向は SB 1060A期掘立柱建物跡の桁行方向に最も近似し、溝の東端は

その東側柱筋に近し、。 SB1060A建物は柱掘形の埋土に火山灰粒子を含まず、火山灰降下前の

建物と考えられることから、この SD1041溝AoB2回の掘り込みはSB 1060A建物に伴うも

ので、建物周辺の排水機能を意図したものであろうが、 SB 1060B期建物以降の時期には溝内

への流入土や火山灰でほとんど溝として

if寺内から

しなくなっていたものと考えられる。

る杯の小破片がわ

ずかト点出土したのみである(第22図 3)。土師器杯(4 ~39) は憧色や灰黄色を呈し、

切り離しは回転糸切りによる。 10は糸切り後にへラで 1条の線を描く。 30は底部局縁に手持ち

ヘラケズリによる再調整を施すが、他け:無調整である。土器の年代は全て10世紀代と推定され

る。 (40)は無台の!長袖陶器段胞で、底きちを除く外面のほぼ全体と内函A の口縁音nこ漬け控1.けに

よる柏が施される。虎渓LLJ1号窯式で、 10世紀末なし、し11世紀前葉の年代が与えられる。

外の破片と接合した。長方形の音I~材が 7 点 (41--47) ある。長方形で 2 孔があり、 46 • 47には

5 ~ 6 mmの木章j が残る。 48~50は串状の製品である。

S D 1059 第18• 21国j

南北方向の溝で、長さ 9mを検出した。

北端部でしだいに浅くなり、 している。

115cm、深さ25cmで、底面は丸みを帯びる。

として、細かな炭化物が多く

A
t
 

q
J
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S D 1062 
H =32.80mK 

S D 1059 S B 1063掘立柱建物跡の柱混入し、

W
一

H 
w 

この

B 1063/¥建物の東側柱筋からの距離

S 

掘形i理士に近似することから、

建物の雨落ち溝かと推定される。

B期建物おおよそ1.O~ l. 2 m i工、

10Y R先褐色土、火山灰合む
7.5Y予言オ 1)ーブ黒
lQYR7i黒色土
lOYR持褐色土、火山灰含む
5Y~オリーブ、黒色土

1
4凸
L
n
J
4二人
J

7.5Y R封黒色-1二に炭火物が多く混入

。のそ ;Il からは0.7~ 1. 0m ほどである

1m 
A期建物に伴う雨落ち溝とので、

L け

7)' ，つえられる。底面まで掘り
S 0 1 059 • 1062土層断菌酪第21図

S B 1048掘立柱建物跡の間仕切り中

央の柱を検出した。溝内から土師器杯(第26図53、54)、杭 (51)が出土した。

21図)(第18邑S D 1062A 戸子
、~

AeB2期あり、ほぼ同位置調査区南商隅にある南北方向の溝で、長さ2.55mを検出した。

に掘り込まれる。 B期溝はIIJ&;l.08 m、，深さ60cmある。 A.B期いずれも埋土に火山灰粒子を含

んでおり、火山灰降下後の構築である。土師器杯 (55)が出土した。

その弛の遺構( 3 ) 

(第18図)S Xl061 

これを西方へ追跡したところ、大きく南へ向かつてS D 1041溝の底部に落ち込みを検出し、

その上方にある湾曲していることが明らかとなった。堆積土下方に細かい礁が若干あり、

色土中には、木の葉の堆積や炭化物が見られ、縄文時代中期初頭の土器の小破片が出土した。

られ、古代には平地となっていて、と縄文時代には存在した白

されたものである。

(第27.28図)遺構外出土遺物2 

、ずれも底部切り離しは回転へラ切りに第27図56• 57は杯、( 1 )須恵器

S D1041出土土器とは明らJ
b
 

この 3点はHC07~09 グリッ iごからの出土で、よる。

、ものである。これかに異なり、

ノ、、らの出土である。 63" ( 2 )土師器

阻である 67は口
』ア

心。る杯である。

!什湾、する鉢である。

く。体部の外面と内部に勅を施す。光ケ丘 1日月(68)で、( 3 )灰粕陶器

ら出土した。他に、山灰よりえら才一Lる。

、10佐紀代いし大原 2(図版29-4 )。光ヶ丘 l

=
J
 

、，dEJ
e

t

 

ブ

Q の同一個体破片が 2

の年代である。
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三〆 三三f二〆
ミ :~ 叶こ~

。 lOcm 

番号 種別 器形 出土地層佼 特 徴 芸) 窃) 底指径数 号室I I図版

土師器 杯、 S B1060 外商 ロクロヲデ→回転糸切り 内面。ロクロナデ 12.2 4.4 3.8 0.36 31.1 39
0 

ワ 土師器 杯 S B 1060 外而 ロクロ十ヂ→回転糸切り 内i面白ログロナ子 12.8 5.2 4.4 0.41 34.4 31
0 

須 窓器 杯、 S 01041 Iケhトt語前 日口クゲロロナムヂ干 診向転-/(:，r.fjり 江主市二場点

4 土師器 杯 S 01041 外聞 ロクロ寸デ→問転糸句 1) 1)'1商 ログロナデ 14.2 5.0 5.2 0.35 36.6 36
0 

日 土師器 杯 S 01041 外面 :コクロナチサヨ転糸切り 内面 ログロナ子 13.3 5.2 4.1 0.39 30.1 36
0 

6 ニk師器 杯 S 01041 外面:ロクロナデ→回転糸切り 内IIlI ロゲロナヂ 13.9 5.2 5.2 0.37 37.4 35
0 

28-5 

7 土師器 杯 S 01041 外商 ロ0ロナデ→問転糸切り 内IIlI ロゲロナヂ 15.4 6.0 5.0 0.39 32.5 31
0 

8 土師号苦 杯 S 01041 外国守口クロナデー今回転糸切り 内IIlI ロクロナデ

川川川川11FiL2 2 O 6 

5.4 4.9 0.41 37.1 32
0 

9 土師君主 杯 S 01041 外商 ロクロ f ヂ明転糸切 1) r行活iロケロナデ 5.2 5.5 0.39 41. 7 30
0 

10 二t師器 杯 S D1041 線タト I染ロ 1グ)-j耐G }~口P ク寸ロnl車サ広キ7ミ!刀り ii'芝市おニ J、災IJ 5.3 6.0 0.35 40.0 35
0 

28-6 

11 土師怒 杯 S01041 外的iロクロナ子'向転糸切り 内IfJi ロクロナデ 5.0 4.6 0.37 33.8 37" 

12 
一iニ師器

杯 S 01041 外聞 ロケロナデ ，@]ifi糸切り 内問 ロケロナデ 13.5 5.6 5.1 0.41 37.8 32
0 

28-7 

第22函 S B 1060 e S D 1041出土造物(1)

36 



¥ 

外外面商 ロクロナデ》回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.7 6.0 

: p クロナデ炉問転糸切り !勾j吉i ロクロナデ 12.8 5.4 

外関 ロクロナデ→回転糸切り 内面.ログロナデ 13.4 4.8 

外部・ログロナデ→間転糸切り 内面.ログロナデ 13.0 5.0 

外商 口夕日ナデ歩回転糸切り 内面.ログロナデ 13.3 5.0 

外部 ログ口十ヂー→問転糸切り !巧箇 ログロザデ 12.4 5.2 

ト師器ド1外商 …→凶
14.2 6.2 

土師器 杯 外商 ロクロナデ→回転糸切り i付面 口クロナデ 14.8 日()

二回市器 杯 外商:ロクロナデ沙問転糸切り 内部・ログロサデ 13.2 ;).;) 

第23函 S 01041出土遺物(2)

37 -

第 3章第94次調査

¥一一一よ二二一/"15 

4. S 0.44 I 32.8 32' 

6.0 0.42 46‘9 24' 

5.3 0.36 39.6 34' 

4.6 0.38 35.4 34' 

4.7 0.38 :15.3 34' 

5.3 0.42 42.7 :15' 

~. ~ 0.44 38.7 28
0 

:1.1 0.33 34.1 41" 

5.2 0.42 39.4 35' I 28-8 
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。 lOcm 

喜子号 種別 苦言形 特 徴 (11cm12主) 在(三cm径)銭(cm高) 指ξ淫数 i指空iJ{数丞 タ度トす 図版

26 土師器 ギト 外国 ログロづデ・|百|転凶 1) 内而.ログロナヂ 12.8 5.61 5.0 0.44 39.0 31
0 

27 L師器 杯、 外郎。口クロナデ》同転糸切り 内同 ロクロナデ 15.8 81 5.8 0.37 36.7 35
V 

28 土自11器 杯 外師 ロクロナデ炉恥回回転転糸糸切切りり 内簡 ログロナデ 13.0 
55.6 4 

4.5 
00..442 4 

34.6 37" 

29 土自前器 杯 外出・ロクロナデ 内面ロクロナデ 12.6 5.1 40.5 30" 

30 十一部器 1不 !ク付1在f(r百i今 uロ ヲウ Uロムサヲ〆 ヂ Ie>Ji豆半 υfJI) !_良市;1ιjキマ主を Fおち ----~，-ーより 14.0 2 S.8 0.37 41. 4 27" 

8j 上部器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 口クロナテ 12.9 5.0 5.3 0.39 41. 1 33。

32 士郎器 杯 外預・ログロナデ砂回転糸切り 内面・ログロナデ 13.2 4.8 4.8 0.36 36.4 35
0 

29-1 

33 士郎器 杯 外街 ログロブデ齢回転糸切り 内面:ロクロナデ 13.8 6.2 4.4 0.45 31. 9 31
0 

84 上部61f 杯 外面 ロクロナデ4 回転糸切り 内出 口クロナデ S.6 4.7 0.4S 87.9 80
0 

35 土師苦言 杯 外IliI:日夕日ナデ p向転糸切り 内問 ログロナデ 5.0 0.36 37.9 32
0 

29-2 

36 土郎官告 杯杯 外国 口ク口十デザ問転糸切り 内面 ログロナデ 13.2 I 5.8 4.3 0.44 32.6 33
0 

土師昔苦 !外面・ログロナデ炉回転糸切り 内面 ロクロナデ /13..1 / 5.4 4.7 0.40 35.1 33
0 

第24図 S 01041出土遺物(3)

。。
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」-JJJ二J~

rrm a 日

一一ノ

43 

巳ア二三
11 1 Illl 。

山
46 

話:号 fiil 7.i1J 特 緊うf，r 6htU」、cm色4一J一) 
中長l 11半cmきJ 際I Itl~ (cm) 

41 剖f¥ 材 両端から2.5~3.0cmに{至。 5cmの釘穴、釘穴間11.4c四 17.3 3.7 0.8 29-5 

42 部 材 両端から2.4~2. 5cmに@O.5~0. 7cmの釘穴、左側に木釘残存、釘穴間9.7clll 14.7 5.0 0.9 29-6 

4::l 部材 阿端から1.4~ 1. 6cmに径O.7cmの釘穴、釘穴間14.3c問、完形 17.9 I 5.7 1.2 29-7 

44 部材 問す1ruから1.8clll~こ径O. 5~-O. 7cIllの釘穴、釘穴fsj9.6cm 13. ::l ヮ~‘ zリ: O. S 29-8 

15 部材 左端から2.0cmに径0.6cmの釘穴 11.0 33 0.6 30--1 

46 音1; 材 両端から2.4~2. 7c阻に径0.5cmの子供釘残存、木釘間11.5c問、完形 16.9 7.4 1.1 30-2 

47 部材 阿端から3.7~4.5c田に径0.5cmの木釘残存、木釘間 12.0cm 20.4 6.9 1.0 30… 3 

第25図 S 01041出土遺物(4)

39 
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山
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川
川
山

。50

山
山
山
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山
川
山
V

令 49

。48

n lOcm 

、元二七

第26図 S D104ト 1059• 1062出土遺物

40 
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¥二己fクミ亡三f

ミ子 ξ「
67 

喜子号 種別l器Jf* 出ゴ二地 !管佼 特 徴 (ロ]
政(CI径11 ) 筒) 指Eまf数歪 千高i寺f数歪 煙外室傾 区!絞

56 須恵器 本不 S 5 I〉〉王010761 伐:;.Jト二 タ，-j..;トIllf首HT:O 口ログクロ口づナテラゴ ー (Ftlll~---- 守 t刀り 12.8 8.6 2.9 0.67 22.7 29。 30… 6 
57 須恵器 杯 HC08 火山灰干 IタJ、トJ花ini百一 口口 クク 口口づゾ 手ヲF バμ1'1しペー一、号 υ]り 8.0 

58 須怒号号 Hl不 HCl灼火山氏 F ケ内ト面!fri 凶ロ クク μ口ナタ -ヂ 凶 itl2~、 J 切り 12.6 高6台t8E 4.3 34.1 30-7 
S9 土師法 材; 日C07 地!JJi質上 l外商 ロクロナデー判長糸切 1] 1付冨 ログロナヂ 1? 7 5 0 4.R 0.39 ! 37， 8! 33

0 

30 良v 

60 一上師器 杯 H COi 地山直上 外i廻 ログロナァ→回転*'切り 内問 ログロ十ヂ 13.1 5.4 5.2 。‘ 41 39.7 2T 
61 すて師号号 杯 H C07. i1!Jは11亘 外商 e ログロアデ→回転糸切り 内面 ログロナデ 13.6 5.3 5.1 0.39 37.5 29

0 

31 1 
62 土師器 杯 日C07 池山底上 外面.ロクロナデ→凶転糸切り 内面.ロクロナデ 13.4 5.6 5.0 0.42 37.3 29

0 

31-2 
63 土師器 杯 H E06 . 4層 外部 ロクロナデー咽転糸切り 内問 ロクロナデ 12.9 4.2 3.6 0.33 27.9 44

0 

64 土師器 杯、 HH05. 41努 外周・ログロナデ→回転糸切 1) 内筒 ログロナデ 11.0 4.7 3.2 0.43 29.1 38
0 

65 土師器 杯 日C08 火山灰下 体部に墨書「己」 5.0 

66 土師器 'j パ;~~~ 1仁~~~、I H G05 . 4謄 外商:口クロナデ 内面 ログロナデ 12.1 荷6台停5 3.4 28.1 

67 土師器 鉢 ESI〉t二ζ016061dJ l二 外筒1・ログ P ナデ 内障i ログロナデ 14.2 

68 lb:fk日 f吉f詩1I 完 H C08 火山灰下 三日丹市i台 光ケ丘 1号窯式 th8台.i。E 31-3 

第27図遺構外出土遺物(1)
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町村開町村官明 71

戸支 ，守
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1) 

mm間li70 ¥ 合、 ri 
73 

f/一一一一"'¥

番号 種別 出土地層佼 特 徴 (cm) 
'1'高

(cm) 図版(cm) 

69 下!1i:k H D05' 31警 16.4 8.7 3.5 31 4 

70 限i111;4fJ有F;Z H A06 . 3層 長I孔が 5ケ jiJrにあ i)、うも 'TFiJiに本釘筏存 20.0 6.1 1.1 1 

Effモ1144勿& H E03 . 4層 10.7 4.4 0.6 32-2 

72 音1¥ 材 HC08 火山灰 F {圭O.4cmの子しあり 11. 4 2.9 0.6 32-3 

73 お錘 HF07 主主下腹 18.1 8. () 2.2 

第28図 遺構外出土遺物(2)
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第 3章第94次調査

は)木製品 下駄(第28図69)、円形曲物底板 (70e 71)、部材 (72)が出土した。

( 5 )縄文時代の石器 73は嬬平で縦長の礁の両端を打ち欠く石錘で、青灰色粘土層の上に

ある黒色土居中から出土した。

E語脚地[x] (第29~ :i 1 悶)

第93次調査において SL 1035河川跡に架かる橋脚を検出した。主として南北両側に調査区を

延ばし、橋の長さと幅の推定、橋が存在した時点で、の河JlIの流れの幅および護岸の検出、さら

には他の橋脚遺構の検出を白的として調査を実施した。橋脚の他には上坑 5基を検出した。

橋脚付近の基本的土層は、第 1J習が耕作土、第 2層が)享さ40cmの陪オリーブ灰色混砂粘土層、

第 3 層がオリーブ黒色砂層で、 35~42cmの厚さがあり、中間に火山灰、砂、粘土の混じる厚さ

8 cmほどの震を介在させてし・る。 の上には土器 s炭化物を多く含んでいて、主に橋脚

の西にそれが著しし、。橋脚の北西にある土坑もここからの掘り込みである。第 4層は火山灰層

の上にあり、オリーブ黒色砂と陪緑灰砂が交互に水平な細かい層理をなす。第 6層も砂が水流

によって全体に細かい層理をなし、木の枝が下方に多く含まれている。第 7層は砂探層でおお

よそ30---50cmの厚さがあってJ11底の粘土層に達する。

l 遺構と遺物

( 1 ) 橋 脚

S Xl049 (図版lO~15)

外郭南門と内郭南門を結ぶ大路の橋で、昨年河川内に10本の橋脚を検出していたが、今回新

たに 6 本を検出した。直径45~50cmのスギ材が 4 笛所にあり、これが主たる脚柱である。この

4本の桁行は平均7.15m、梁行3.27mで、ややいびつな平行四辺形となる。このうち南西の主

まで掘り下げ、残存長2.5m、J11底の粘土層に約 1m打ち込んだ杭であ

ることを確認し、調査後に抜き上げを行っている。

北東の主柱は 3本単位となっていて、このうち最も北にある主柱は残存長2.6m、削り出し

さが1.4111あり、 111底の粘土層に打ち込む。最も南の柱は主柱と臨径、長さとも

ほほ向 ち込む。加工痕があり、転用材と考えられる。この 2本は当初

から打ち込んだものと

先端を尖らせなし

られるが、この間にある柱は直径34cmの広葉樹で、残存長80cmの、

した後に据ーえたものである。同様に北西の主柱と南

レ

も直淫30cmほ よる柱をそれぞれ添える。西側の 2 るいは 3本単位

橋桁、梁、

られる

える補助的役割を来たしたものであろう。

どの部材は出土しなかったが、橋を構築した時点て、の護岸として使用した

4 枚が橋脚の北にある。クリ材で、残存長 1~ 1. 6m 、縞16~20cm、厚さ 5

43 
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第 3章第94次調査

H =33.30111-

つ
山

6 

1 2.5Y:X黒褐色耕作土
2 5GY五時オリーブ灰色i昆砂粘土
3 10Y:Xオリーブ灰色砂
4 10Y:Xオリーブ黒砂とlOGY釘時総灰色砂が

細かい層環をなす

5 7.5Y完灰白色火山灰に3層ーの砂が混じる
6 2.5GY71'黒色砂と10GY何時緑灰砂が

細かい層理をなす枝多く含む
7 砂喋
8 10G Y封時株灰色粘土

川底

第30図橋脚付近土層模式図

S H =32.90111立

1 7.5 Y R諾オリーフ j茶色砂、 t面に火山FJ:':'

2 5Y7f黒色土、炭化物、火山灰混入、 SK1068 
3 10Y 1ミ11)黒色士、炭化物混入 H 

4 7.5Y予言オリーブ黒に10Yちオリーブ阪が混じる 砂

水流により車IIIかい層現をなす

5 10Yちオリーフ!火ーとlQYR宍黒が混じる 砂

水流により細かい層湿をなす

6 lOY Rち黒間色粘←1'，

7 2.5Y封黒に10Y:!1灰が混じる 砂

8 10封!氏、組砂
9 2，5Y%黒褐色粘土、掘形J:!Jl.土

第31函汚JII跡北岸の土層と橋脚

..........10cmで、岸に沿って東西に並ぶ。 SL 1035河川跡は昨年、重機で深掘りを行って)11底の砂磯

層の消える所を北岸としていたが、今回検出した北岸はその南にある。昨年のそれは古代の橋

よりは干甘い年代の11 ろう。

岸上の斜面から岸上にかけて直径28cmほ 2本があり、北端のそれは桁を受ける柱

であろう。橋脚の柱間距離は、西側では北から順次南の主柱まで測ると2.Om、2.85m、7.10

mである。 2本の主柱の中心を)111幅の中心、矢板の根元を)11岸と仮定すると、)11幅の中心から

矢板の担元までの距離は4.4mあり、 )11 よそ 9m、 さはJlIの ら北端の

柱まで8.4mあることから、およそ17mと推定される(第32図)。

を見ると、 白面から80cmほどの深さに火山灰が水平に堆積し、火山灰降下

A叫
A
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4.40 
111艇の見

(数値の単位:m) 

)11の中心

8.40 
橋の長さのyz

第32図橋脚跡断間模式図

時にはこの位置での河川の流れはなく、この橋も既に機能していなかったことを示す。

なお、橋脚から外郭南門までの間の河川敷で、昨年未調査として残されていた部分を重機を

使用して!日底まで掘り下げたが、この橋脚の南には橋脚遺構を認めることはできなかった。

( 2 )土 坑

(J) S Iく1064 (第33図)

直径1.02---1. 06111の円形で、深さ35crn、底面は南がわずかに低く、外周は垂直に立ち上がる。

埋土は砂質で、焼土、炭化物が多く混入している。

土師器杯(第34関 1)の他、土師器護の口縁部、胸部破片が出土した。

② S K 1065 (第33図)

長軸2.63m、短軸2.40mの楕円形で深さ38crn、底面は平担で、外周が緩やかに立ち上がる。

北西部に長軸1.05 m、短軸0.5m、深さ20crnの る。埋士は砂質士

や炭化物@ '7 

9 0 

須恵器杯(第34図 2)、土師器杯(3、 4)の他、

土した。

SIく1066 (第33図j

した直径約80crn、深さ60crnの土坑である。

が外方に傾斜する。明確に火山灰層を掘り込んでいる。埋土に炭化物、

G Jニ師器の杯 e 出

立ち上がりは西側

~.I 一、

46 



第 3主主 第94次調査

GD 

物揚多多

03 

4

ギ
γ

A 

C 

S K1065 
A' 

B 
日=32.80mJl

S KI064 

GC 1 2.5Y 封黒色土、焼土・炭化物混入

2 5YR諸にぷい赤縞色焼土

D A 
102 

fI=32.80mJE 

1 5Y封オ 1)ーブ黒色土

2 5Y封黒色砂
3 lOY Rl}ゴ黒色砂

1 2.5Y%時オ 1)ーブ褐色火山灰

5 5Y7J黒色砂
6 5Y何オリーフ'黒色粘J二

焼土合む

2.5YR封黒色土、炭化物浪人

lOY Rl.Yi黒色士、焼土・炭化物混入

5Y封黒色土、焼土・炭化物混入。 1m 

第33図 SK 1064'""'-'1068 

47 
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土師器杯 e窪の小破片が出土した。

④ S民1067 (第33図)

産径67~80cmの略円形で、深さ約10cm、外周は緩やかに立ち上がる。埋土は砂質土で、

炭化物が混じる。ごと師器杯@窒の小破片が出土した。

⑤ S長1068 (第33図)

S K1065の南東に約半分を検出した。長軸1.65 111の南北に長い楕円形を呈するものと思われ、

深さは25cmある。底面には全体に丸みがあり、炭化物が 6cmほど堆積する。埋土に火山灰粒子

がふくまれており、明らかに火山灰降下後の遺構である。

2 遺構外出土遺物 (第34~38図)

5 '""'-' 15はSK 1064'""'-' 1068付近で火山灰より上の第 3層から出土したものである。 5'""'-'11は撞

色や灰黄鴇色を呈し、全て底部切り離しが回転糸切っ、無謂整の土師器杯、 12は内面に黒色処

理を施す高台付杯で、底部に回転糸切り痕を残す。 13'""'-'15は土師器護でロクロ成形後にへラケ

ズリ調整を施す。 13の口縁部には細し、沈線が l条巡る。 16'""'-'27は橋脚南西部の第 3層中から出

土したもので、 18e 20は火山灰層より下、他は上からの出土である。 16'""'-'26は、いずれも撞色、

黄褐色を呈し、回転糸切り、無調整の土師器杯である。 27は甑の下部で、全体にへラケズリ痕

があり、底部の直径は約13.5cmと推定される。

28'""'-'45は河川跡の砂礁層からの出土で、ある。 28'""'-'30は須恵器杯で、 30は内面を転用硯として

使用する。 31'""'-'39は撞色ないし黄褐色を呈し、回転糸切り、無調整の土師器杯で、 39の体部、 40

の底部および41の体部には墨書があるが、文字は不明である。 42は内面に黒色処理を施した高

台付杯である。 43はスギを用いた方形の部材で、 2孔がある。 44は円形曲物底板で、釘穴が 3

所にあり、綴じ子しは 4箇所が残る。直淫36cmに推定される。 45は円形曲物の蓋板で、直径26.5

cmで、ある。その也、漆椀の口縁部破片(図版33-1 )も出土した。

第 3節小 結

第94次調査は第92• 93次調査に引き続き、内郭南門東方の遺構確認、同南西部の建物跡の検

出、橋脚遺構の精査を目的として実施した。
(註 1) 2 i 

これまで外郭では第32次調査と第43次調査で掘立柱建物跡が検出されてし、るが、第32次調査

では建物の一部を検出したのみで、あり、第43次調査では 3棟の建物を検出しているが、古代の

としては平面形態に疑問がある上、関連遺構や古代の遺物が皆無であることから、古代の

建物とするには確証に欠けるという憾みがあった。今回、内郭南門東方と南西地尽において、

外郭内では確実な古代の建物が初めて検出されたことになる。
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第 3害者 第94次調査

ミ キイ

、三EJ

番号 稜別 器形 出土地層位 特 徴 歪) 正(記cm径) 
-ga:lBj 

底指径数 ~口旨)1.主至主 外1主主傾 関版(cm) 

土師器
杯杯

S K1064 外郎 ロクロナデー?回転糸切り 内問。ロクロナデ 12.4 5.2 3.8 0.42 30.6 33
0 

つω 須恵器 S K1065 外関 口h ロナヂ→回転糸切 i) 内関 口クロトデ 13.2 5.7 4.5 0.43 34.1 30' 

十郎器 杯 S KI0fiS 外ITfi ロ♂ロナデ→列車切り 内函 ロヂロナデ n4  J伊).!伊3 S.2 0.41 38.8 I 33" I 
4 ニ!二郎器 杯 S K1065 外商 ログロナデ→回転糸切 'J 内街。ログロナデ 11.2 4.6 4.5 0.41 40.2 30' 

5 十ー師器 杯 GD01. 31膏 外商 i ログロナデ→回転糸切 i) 内商 i ロクロナデ 12.8 5.4 4-.5 0.42 35.2 33ロ

6 土師器 杯 GD01. 3層 外関 ログロナデ→回転糸切り !付商 ログロナデ 12.6 4.2 4.3 0.33 34.1 34" 

7 土師器 杯 G D04 . 3層 外面:ログロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ 12.1 4.6 4.8 0.38 39.7 32' 

8 ゴ二部器 杯 G C03 . 3層 外領 ログロナデ-'1司転糸切り 内面 ログロナデ 12.6 5.4 5.2 0.43 41.3 26" 

9 土師器 杯 外国 ロクロブデト密転糸切り I!J回 ロクロブデ 10.9 5.0 4.5 0.46 41. 3 25" 

10 土師器 杯 G E03 . 3 J溺 外在日 ログロナデ炉回転糸切り 内ITfi ログロナデ 12.8 4.4 4.1 0.34 32.0 40" 

11 土師器 杯 G E02 . 3窟 タ|首iロゲロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.4 5.0 4.8 。向 37 35.8 34" 

12 土師器 向{=I1t小 G E02. :3 J脅 外出 ログロナヂ初回転糸切り 内面 ログ ナギ th7f』i0Z お0む.己8主

第34図 S K 1 064 • 1 065，第3届出土遺物

A
-



在、田捕跡調査事務所年報1993

13 

o lOcm 

15 

第35国第3属出土遺物

50 



第 3章第94次調査

f 

lOcm 

番号 種別 務形 出土地層位 特 徴
tcm} (cm) (cm) 

指底数径 i指窃径数 外傾度 間版

16 七師器 杯 F R03 . 3層 外面'ロクロナデ→回転永切り 内街 ロヂロナデ 12.8 4.9 5.3 0.38 41.4 25
0 

17 ゴ二師器 料、 F R03' 31警 外面 i ロタロ÷千→回転糸切i1 内面 ログロナ午 13.2 5.6 4.3 0.42 32.6 
lR 土邸器 例 IF S04 . 3琴 外@ログロ f デ→糸切り f句麗 i ログロ十ヂ 11十 5! 1，8! 4.3 0.42 37.4 
19 土師号苦 杯 F S04 . 31欝 外聞・ログロナ子→回転糸切り 内問 ログロナヂ 12.5 4.6 4.5 0.37 36.0 35

0 

20 士郎君号 杯 F R03 . 3層 外面 ロクロナデ→凶転ゑ切り 内面 ロクロナヂ 12.2 4.9 4.8 0.40 39. :j :'W 

21 土師器 杯 F R04 . 3層 71面:ロクロナデ→回転糸切り 内面 ロクロナデ 11. 5 5.6 4.7 0.49 40.9 26.5
0 

22 土師器 杯 F R03. 31習 外部，ロクロナデー→回転ゑ切り 内問 ロクロナデ 11.8 4.9 5.0 0.42 42.3 31
0 

23 土師器 杯 F S04. 3層 列問 ロタロナデ→向転来切り 内ilii:ログロナデ 13守 2 4.8 4.7 0.36 35.6 35
0 

32-4 

24 土問器 杯 F S04 . 31雪 外面 ロ刀ロナヂ→回転半y)i) VJ[司!ロクロナ干 12.4 5.3 4.9 0.43 39.5 30
0 

25 土師器 杯 F R04 . :3層 外羽.ロクロナデ昼間転糸切り 内沼・ログロ 7テ 12.4 5.6 4.4 0.45 35.5 27" 32-5 
26 土防器 杯 F S 03' 31習 外商 ロタロナデー咽転糸切り 内同 ログロナデ 13.0 5.4 4.9 0.42 37.7 30翁

27 ←日rjj器 書互 F R04' 3層 外ilii へラケズリ 内面白ナデ m ヲケズリ 6.3 

第諸国橋脚南西部第3層出土遺物

- 51 
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番号 種別 器形 特 徴 (口 底(cm径) 1(3E。《、mτp:. .i土~ 底指数径 指高f数奈 外傾度

28 須思器 杯 外凶 ログロナデ→回転糸切り 内問 ログロナデ 13.8 5.6 4.2 0.41 30.4 38" 

29 須思器 杯 外面:ログロナデ私自転糸切り 内頭.ロタロナデ 12.6 5.4 3.7 0.43 29.4 35" 

30 須恵苦言 折、 外i認.ログロナデ→回転糸切り 内面 ログ口ナデ転用硯 7.4 

31 士郎器 杯 外面 日夕日ナデ歩回転糸切り 内函.日夕日ナデ 13.4 刀S.刀F 4.8 0.41 35.8 34" 

てUミワ】 士師器 杯 外面:ログロナデ→回転糸切り 内面.ログロナデ 14.6 5.2 4.5 0.36 30.8 40" 

33 土師器 杯 外関 ログロナデ→回転糸切り 内面 a ロクロナデ 12.4 4.6 4.3 0.37 34.7 38" 

34 土師器 杯 外面:ログロナチー今回転糸切り 内商・ログロナデ 13.0 4.9 5.1 0.38 39.2 29.5" 

35 土師器 杯 外部:ログロナデ→回転糸切り 内面 口ク口ナデ 13.0 5.0 4.6 0.38 35.4 35" 

36 土師器 1司、 外罰.ロクロナヂシ回転糸切り 内問 ロクロナデ 12.6 4.4 4.7 0.35 37.3 34" 

37 こと師器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内面 ログロナデ 12.5 4.5 4.5 0.36 36.0 :35ロ

38 土師器 杯 外面 ログロナデ→回転糸切り 内頭:口タロナデ 15.8 6.0 6.4 0.38 40.5 27" 

39 土師器 杯 外{加。ログロナデ咽転糸切り 体部iこ墨書 rOJ 内問:ロクロナデ 12.4 5.4 5.3 0.44 42.7 25" 

第37図 S L 1035河川跡砂磯層出土遺物(1)
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内郭南門東方の SB 1054は南に痛の付く規摸の大きな建物である。この建物の年代を推定す

る材料となるものにB期の柱掘形から第33号木簡と共伴した土器がある。底部とその周縁に回

転へラケズリ調整のある土師器杯であるが、このような回転ヘラケズリ調整を施す土師器杯は、

回転へラケズリ無調整の須恵器杯と回転糸切り無調整の須恵器杯と共に、嘉祥 2 (849)年銘
{註 3) 

木簡と伴出していて、 9世紀中葉頃の年代が一つの定点である。秋田城跡では、外郭南門南方

のSG 1031湿地の上の整地震である第14層や、延暦10(791)年、同13(794)年の杷年のある

木簡を含むスクモ層の直上にある第16層にもあり、 9世紀第 1四半期の年代が与えられてい
(註 4) 

る。体部が内湾ぎみに立ち上がる器形は、払田補跡の政庁第 I期直前の竪穴住居跡 (SI 331 
(註 5) 

• 332 • 571)から出土した土器に近L、。 SB 1054B期柱掘形から出土した土師器は、嘉祥木簡

と伴出した土器に比べ、より古手と考えられ、 9世紀初頭頃の年代と推定される。したがって

S Blむ54}}.期建物は、このヲ世紀初頭の年代を、その存続期間の内に含んでし、ると言うことが

で‘きる。

南にのみ賄の付く建物としては、これまで政庁の正殿の他に、やはり政庁域の第V期に設け

られる SB380建物があるだけである。 SB 1054は正殿を一回り小さくした規模で、あるが、 1 

田建て替えを作っただけで長期にわたる建物ではない。 Lかし、西方や南方にも建物の拡がり

が予想され、内郭を区画する築地土塀、内郭南門、さらには政庁にも極めて近い位置にあるこ

とや、墨書土器には「官」、「厨」などが多く見られることからも、この地域の建物は長森丘陵

南側裾部に存在する官街ブロックの一部を構成するものであろう。

内郭南門南西地区では、重複する 3棟の建物を検出した。大路に沿った南北棟の建物で、各

々 l回の建て替えがあり、 SB 1060A " B→ S B1048A " B→ S B 1063A 9 Bの)1聞に変遷する。

間数も共通することから同様の役割を持ち、全 6期にわたって存続した建物で、あろう。

S B 1060A建物のみ火山灰降下前の建物で、これに SD1041A .. B溝が伴う。 Sお1060B建

物以後は火山灰降下後の造営である。建物の柱掘形やSD 1041から出土した土師器杯には手持

ちへラケズリを施すものが 1点ある{也、須恵器杯は破片 l点のみで、他は全て撞色や灰黄色で

回転糸切り無調整の土師器杯である。灰融陶器椀(第27図68) は10世紀初頭の年代で、火山灰

よりも ら出土したので、 SB 1060A建物とそれに伴う SDI041A " B溝の年代を規定す

る有力な手掛かりとなる。段四(第25図40) は10世紀末から11世紀前棄の年代であるので、払

田捕の終末年代に近し、。建物と重複する範囲内には 9世紀代の遺構はないことからも、これら

の建物は、この位置に10世紀代初頭になって初めて造営され、払回柵の終末期まで存続した

こぴコょう十こ、 の{民地には、 としての建物がこれまでの予想以上に存在す

ることヵ:半l明して

54 
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払田柵におけh る火山灰は、分析では十和田 a火山灰とされ、その降下年代は延喜15(915) 
{註 II 

年とする見解がある。払田柵では降下年代をこれまでの知見から、おおよそ10世紀前葉と

てきた。今回、遺構外ではあるが、火山灰の下位から10世紀初頭の灰稀i陶器が出土したことと、

火山灰降下前の SB 1060A建物以後11世紀初頭頃まて¥全 6期にわたっ

ることを考慮すると、降下年代を10世紀前葉の中でも古い段階に位置付けることが可能となっ

Tこ口

第93次調査では外郭南門と内郭南門を結ぶ大路は、その路面や側溝が検出されなかったが、

S B 1048の南東南柱から東へ1.5mのあたりを大路の西端と見なし、縞員を12rn以内と推定し

た。想定される大路を挟んで東側には柱掘形、柱根などは検出されなかったので、今回検出さ

れた建物 (SB 1060A等)は、必ずしも大路を聞に量いて東西対称となる建物ではなし、。しか

し、東側にはその余地もあり、 トレンチからは遺物も出土しているので、建物の存在が予想さ

れる。

大路にかかる橋は 1笛所のみであることが明らかとなった。橋は幅約 9mの)11の)11底に打ち

込んだ主脚 4本を中心として、南北の長さ約17m、幅約3.3mほどの規模と推定される。北岸

にある橋桁を受ける掘立柱の残存部のレベルは標高32.50111であり、橋桁の高さはこれに近い

数値であろう。 )11底から橋桁までの高さは少なくとも1.6111ほどとなる。

橋は二つの門を結ぶ線上にあり、かつ、この他には造られていないことから、外郭南門が機

能していた時期に造営されたものと考えられる。外郭線角材列は、その東部において摩さ 1111 

の砂瞭層に覆われている。この砂礁層はSL 1035河川跡の底部に堆積する砂礁層と同ーと

られ、その年代は砂礎層に含まれる遺物の年代と、火山灰が河川跡の t方にあることから、多

くは 9世紀後半代の堆積である。外郭線は 9位紀初頭の創建であるが、建て替えがなく、短期

間の造営であるので、橋も 9世紀の前半代の造営が考えられよう。大路はi福12m以内で、この

橋を間にして、わずかにくの字に曲折して造られてし、たとすることができる。

橋脚遺講付近では、地表から80cmほどの深さに火山灰が厚さ 3--lOcmで、水平に堆積している

ほか、 10世紀代の土坑や、遺物、炭化物を含む層が形成されている。火山灰降下時の10世紀の

、段階になると、少なくともこ !の流れはなく、この橋も していなかったこ

とを示している。

註 1 秋田県教育委員会。秋田県払田柵跡調査i事務所『払EEI柵跡調査i事務所年報1980 払出村!日跡 第31

~37次発掘調査概要J 秋田県文化財調査報告書第98集 1981 (昭和56)年

註 2 秋田県教育委員会 e 秋田県払出揃跡調査事務所口L田櫛跡調査事務所年報1981 払田柵跡 第38

~45次発掘調査概要J 秋田県文化財調査報告書第104集 1982 (昭和57)年

註 3 秋田県教育委員会・払田橋跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1975 払田柵跡一昭和50年度
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発掘調査概要』 秋田県文化前調査報告書第40集 1976 (昭和51)年

註 4a 秋田市教育委員会・秋田域跡調査事務所内k田城跡 平成元年度秋田域跡発掘調査概報j]1990 

(平成 2)年

b 秋田市教育委員会 e 秋田域跡調査事務所『秋田域跡 平成 2年度秋田域跡発掘調査機報j]1991 

(平成 3)年

c 小松正夫「秋田域とその周辺地域の土器様相(試案)…第54次調査の木簡 e 漆紙文書伴出土器

を中心にしてJIi第18回古代域柵官街遺跡検討会資料j]1992 (平成 4)年

註 5 秋田県教育委員会 s 秋田県教育庁払田ff奇跡調査事務所『払日柵跡 I一政庁跡一』 秋田県文化財

調査報告書第122集 1985 (昭和60)年

註 6 政庁跡の変遷に対応させるならば、第盟~V期に相当する。

註 7a 秋田県教育委員会 e秋田県教育庁払田ffilJ跡調査事務所 F払白楠跡調査事務所年報i986 払宙楠

跡一第65~67次調査概要J 秋田県文化財調査報告書第154集 1987 (昭和62)年

b 阿子島功・撞原徹「東北地方、 10c頃の降下火山灰についてJIi中川久夫教授退官記念地質学

論文集j]1991 (平成 3)年
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第 l節調査経過

平成:3 政

庁の東方にある平坦地を対象とし、

その利用状況の解明を 13的とする発

掘調査を実施した。その結果、竪穴

住居跡@掘立柱建物跡@板塀跡など

多くの遺構が検出され、それらの年

代観とその変遷について、若干の見

通しを得ることができた。今回は遺

構の拡がりをさらに追及するため、

調査区を前回の南側に設け、て調査に

あたった0

8月 2白、調査開始。第90次調査

区の南端から南へ向けーて表土剥ぎを

第39図 第95次調査イ立置図

行う。 9日、第90次調査で検出していた SD1002板塀跡の東延長部と、それを切る SB 1071掘

立柱建物跡を検出。 24日までに、掘立柱建物跡、 2棟、竪穴佳賠跡、 5軒を検出した。以後、

の掘り下げを続け、そ

立柱建物跡を検出、

新!日関係の把握に努める。 30日、東方に延びる SB 1082掘

も行う。 9月 6日、 SB 1082には 3期あり、 SB 1072よりも確

実に新しい建物であることが明らかとなった。 8日、 細部の精査、

柱掘形の断ち割り、 う。 20日には顧問会議を開催した。 22日から実測と併行して

後片付けを行い、 10月 4日から第94次調査区とともに入手による埋め戻しを始め、 6臼に調査

を終了しfこ。

第 2節検出遺構とj毒物

1 :i貴構と遺物 (第40間 j

していて、

第90次調査で一部を検出していた 8

r-rマ
'0/ 

7m、南端では45.61l1である。調査の

新たに24遺構を検出した。内訳は古代
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9、掘立柱建物跡 5、溝 9

坑 2、焔し穴;1犬遺構 (Tピット) 2である。

4 )、土坑仁そ

( 1 ) 竪穴性患跡

S 1966 (第40図)

第90次調査で西半部を検出してL 今回そ した。全体が削平

を受けていて、床土が薄く残っているにすぎず輪郭が不鮮明であるが、一辺5.4~5. 8 mほどの

規模で、床面積はおおよそ28.5nrと推定される。 SD1002溝によって切られている。遺物は出

土しなかったハ

② S 11070 (第49図)

S 1 1083の西に位置する竪穴住居跡であるが、削平を受けていて床土だけがわずかに残る。

東辺 5m、西辺4.6m、北辺4.4m、高辺4.2mの規模でち南北に長いc 床開積はおお土そ22尋 7

nrである。 SB1071.SK1084. SX1080に切られる。遺物は出土しなかった。

③ S 11073 (第41図、図版16)

調査区南部にある竪穴住岩跡である。平面形は方形を呈し、東西3.5m、南北3.6mの規模で

あるが、南辺の東西長はやや狭く、 3.2mである。面積は11.9nfである。壁は全般にわたって

良好に残り、高さ 22~47cmで‘ある。床面は平坦で、炉や硬化国はな L 、。カマドも付設されてい

td._¥， 、。 して並び、南辺のみ 4 本、他は 3 本で、直歪33~55cm、床面からの深さ 56

~71cm と非常に深い。南辺は柱が 4 本であることの他、中央 2 本の間の壁だけが立ち上がりが

緩やかであること、壁の東半にl隔35cm、深さ27"-35cmの溝があることなどの点に、他の辺との

違いがある。出入口の有無に関連するものであろうか。

S B 1077掘立柱建物跡の南東隅柱の掘形が覆土中に検出され、床面まで達しており、 SB

1077の方が本住居よりも確実に新しし、。 SD1078板塀とも重複し、板塀から連続すると思われ

る柱穴が床面に l基ある。本遺構の確認面や覆土を掘り下げる過程では講を認めることはでき

なかったが、 SB 1077の桁行方向と SD1078の方位は平行しており、これらは伴うものである

可能性が高い。 SB 1077と同様に、 SD1078板塀が本住居よりも新しい遺構と言えそうである。

(第42図 1----5 )、土師器杯(6) e 内部に黒色処理を施した高台付杯(7 )、二!二師

しアこ。 1 Zは体部に り、 3

している。 6の土師器カミけて ~tJ-; 、 る。 5

十字の細L、刻線がある。

塁打074 第43図、図版16)

S 1 1093を切ってその南に重複する 7
m
v
 

30cm、深さ10cmの援講を伴う。東辺の他は壁をなさないが、

6 ~ 10cmの高さがあり、

と直角に幅25cm、深さ

oo 
t
ひ
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¥
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¥
¥
¥
 

/ 喝晶

種別 6d:形 t与 設
仁11芝

(主cifi歪，) {…i同 指数 度タト傾 国版
l，cm) 

現!ど器 杯 外面 ロクロす子中l転糸切り 底部に5芸書 f厨[ I}J[jjj ロクロナヂ 12.7 5.6 4.6 0.44 36.21 30" 33-2 

“ つ 須J恵器 杯 外関 l ロケロナデ・回転糸切り 体gsfこ墨書「厨j F'価。ロクロ Jデ 14.6 6.2 3.8 0.42 26.0 41 " 

3 須恵器 杯 タr}すトrげrIdT:: ロ1:1 クク ロロサトー弓 .rDl司法升ミ lJJり やドi'rr~ μ ご二与を E持 「仁 14.1 6.0 4.6 0.43 ::12.6 :W 33-3 

4 須忠器 杯 外向 ログロナヂ→回転糸切り 内面 ログロナデ 12.1 4.2 4.4 0.35 36.4 33" 

「口 須恵器 杯 外語 ログロナラ嶋転糸切り 内部 ロデロナヂ転m硯 12.8 6.0 3.8 Q.47 29.7 37ロ 33-4 

6 イて師器 杯 タ「トi→(r1→ 人グjiHfflY ヅμー…ク.1'μ ミ戸 1刀リ rrc前日こ 寸 tt1rさ突出張 12.0 4.4 5.4 Q.37 45. Q 29
0 

月

t 土師器 台付杯 外国l ロクロナデ岨転糸切り 内面 ロクロナデ 黒色処理 17.7 、tヲ勾zτ1:ιりf え 7.7 43.5 27" 

8 土師器 翌E 外商・ロクロナデ》回転糸切り 内住吉 ログロナチ 6.8 

9 土師苦言 聾 外国] ログロナデ 内問 ログロサ千 7.4 

第42函 S I 1073出土遺物
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第44函 S I 1074 • 1075出土遺物
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7 cmの溝があり、これが北辺の壁溝であろう。長さも東壁溝と一致し、一辺約3.6mが本住居

跡の規模と考えられ、床面積は約13nfと推定される。柱穴は北東隔の他は明確でない。カマド

は検出されなし、。 SD 1004 .. 1006との新!日関係は不明である。東壁溝と SB 1081掘立柱建物跡

の柱掘形およびSD1078との新!日関係は定かではなL、。しかし、 SDI078はSB 1077に伴うと

考えられることや、出土遺物の年代から、 SD 1078よりも本住居の方が古いと考えられる。

項恵器杯(第44図10)、土師器杯 (11i、内面に墨痕のある土師器杯(12) が出土した。その

他の破片資料として、須恵器では回転ヘラ切り痕のある杯、霊の腕部、土師器では回転糸切り

痕のある杯、護の腕部が出土した。

⑤ S I 1075 (第45図、図版17)

調査区南西隅にあり、 S1 1074の南東に位置する。西壁は調査区外であるが、平面形は方形

76 
〉 。

1 SY R%にぶい赤筒色-1二
:2 5Y R 誌に.~;'，，;Ji;褐色1:、炭化物混入

3 5Y R元11音赤潟色土 2m 
，1 ;jYR%赤褐色土、焼 1:、炭化物i昆人
5 YE%1二 j品、赤褐色 ~Iこ、 7.5Y E褐色上
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在、田櫛跡調査事務所年報199:1

で一辺4.6mの規模である。床面積は約21m2と推定される。北壁は33----39cm、南壁は10cm前後

の高さがある。床面の東半部がよく臨められた硬化面となっていて床の中央部に長軸1.55 m、

短軸1.1mの範囲で炉がある。床面には炭化物が多く分布している。東壁の南端にカマドが付

設され、燃焼部に窪形土器の下部を使用した支脚があり、煙道部はわずかに立ち上がって外方

に30cmほど張り出す。柱は北辺と南辺が 3本と思われるが東辺は 4本である。柱穴の直径は50

----.70cmあり、北辺では南辺でも70----，76cmの深さがある。壁際にIli高20----25cm、深さ 5----10cmの壁

溝がある。

住居北東隅に長軸95cm、短軸70cm、深さ40cmの楕円形の阻みがあり、土器が多く出土した。

埋土の状態からは住居に伴う遺構と考えられる。床面の炭化物や焼土を掘り下げてから SB

1072掘立柱建物跡の南西隅柱掘形を検出した。本住居の方がSB 1072よりも確実に新しい。

床面や、床に近い覆土から、須恵器杯(第44図 13) 、土師器杯(l8~22) が出土した。住眉

北東隅にある楕円形の問みからは、須恵器杯(l4~ 17) 、土部器杯 (23~28)、土師器護 (29)

がまとまって出土した。 14には体部から底部にかけて「官己」の墨書があり、 15にも底部に皐

るが文字は不明である O 図示した杯の底部切り離しは全て回転糸切りである。 30はカマ

ド支脚として使用した土師器護の下部である。その{也、住居の覆土中から出ごとした破片資料と

して、須恵器では回転へラ切り痕のある杯、棄の底部、蓋、土師器では回転糸切り痕のある杯、

高台付杯、内面に黒色処理を施した杯、および斐が出土した。

⑥ S 11076 (第47図、図版18)

調査区南東隅にある竪穴住居跡である。南に傾斜しているため北擦は高さが30cmあるが、南

監は10cmほどにすぎなし、。平面形は方形で、南北3.85m、東西約4.0mの規模である。床面積

は15.3ばである。カマドは東壁のやや南寄りに付設されているが、掘立柱建物跡などに破壊さ

れており、 66x 50cmの範囲で燃焼部の焼面が残り、カマドの支脚に使用したごと師器杯が残る。

袖の石や煙道部は残存しなL、。床面に硬化面はない。西辺に深さ 12~19cmのピットがあるが柱

穴は定かではない。 SB 1072 e 1082によって切られている。

底部切り離しが回転ヘラ切りによる須恵器材.~ (第48函31)、 硯として使用した蓋

(32)、土師器斐 (33)が覆土中から出土したo 34はカマド支脚として使用し

部である。その他、須恵器では壷、土師器では杯、高台付杯、棄の小破片が出土した。

S I 1079 (第40凶)

ごくわずかに残るのみである。北西コーナーが認められ、北辺

少なくとも 3.8mある。他は削平されて全く残存しなし、。床土が SB 1072の柱掘形によって切

られている。 遺物は出土しなかった。
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29 

。 lOcm 

f寺号 F言別 器形 '1寺 徴
ロ@ 成主j 終段i

指底径数 指お数径 外m度 ばl絞
¥crnJ (cm) 

つ““つ 士郎器 料; 外国 ログロノ P回転糸切り 内面 口タロ十ヂ 5.6 4.8 0.43 36.9 31
0 

34-6 

23 土自市器 杯 外面 ロクロナデ→回転糸切り 内向:ロクロナデ 12.2 4.8 5.7 0.39 46.7 24
0 

34-7 

24 オニ師器 杯、 外商:口ク口ナデ→回転糸切り 内前 日夕日ナデ 13.8 6.2 4.4 0.45 31. 9 36
0 

25 土師器 杯 外商 ロクロナデ 内面・ロクロナデ 14.9 6.4 8.4 0.43 56.4 18' 34-8 

26 土防音苦 料; 外頭・ログロナデサ回転糸切り 内閣・ログロナデ 15.6 6.6 6.4 0.42 41. 0 27.5" 

27 土師器 料杯、 外面 ログロナデ→回転糸切り 内面 a ログロブヂ 12.9 5.4 5.3 0.42 41. 1 28' 

28 ニi二郎器 外国 ロク口ナヂ。回転糸切り 内面 ログロナヂ 13.8 7.0 4.7 0.51 34.1 29
0 

29 ニk師音量 整 fタ本ト~百fiIl 称1 口 1グ1 キ日ブ;i4MfIYr4 lf弓rfn: p ゲロで一. -、モフ ミ ヅ'Iιキ 19.8 

30 土自li器 整 タ"弓トIf古fIii:: Lt Jf ググ μロ寸サヲヲ、「うヲケミ ヅスJ キリ ー-_ラ ミ ゾ'[斗2 9.7 

第46図 S I 1075出土遺物
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32 

ハH
U
l
-
-

10cm 
~ 

; 

番号 種別 器形 出土地層伎 特 徴 (ロcmf歪) 底(cm径) 
百号i国

指底径数 指高径数 外度{頃 図版(cm) 

31 須恵器 杯 S 11076 ゲl'、トJ白庄百百 四ロ クク ロ口づア ヲヴよr 惨 ("'[1車云〆¥号 i刀り 12.8 7.0 3.5 0.55 27.3 34" 

32 須慈器 蓋 S 11076 外面 ログロナデ内面:ロクロナデ墨痕 16.1 3.0 18.6 35-1 

33 土師器 聾 S 11076 タ{ノ十ヨ百市沼1' 口田 クグ 日口 づ7 号7zJ ， 1日0・l~低î3;?，(:，:;切"-''''-，りa 7.0 

34 こと師器 歪 S 11076 タF'ヨト面lln: ロ口ククロロササヲデ回転品切り 6.8 

35 土師器 杯 S B1071 戸タ1ヨ-汀立1百] :。 凶ロ グク ロロ づサーヲJヲJ ト 1m 車~づキミ匂] り 13.0 5.5 5.5 0.42 42.3 23ロ

36 須思器 杯 S B1077 I外付頂商1 ロ口グクロローYい 干ヲ トluJ転糸切り ll'E剖;に玉県汚「口」 13.0 7.2 4.8 0.55 36.9 27" 

第48図 S I 1076， 5日10710 1077 

{宣 S11083 (第40.49図)

全体が削平を受けており、床土がわずかに残っているのみで、調査区東端にその西半部を検

出した。南北方向の規模は約4.9m、SB 1071によって切られている。遺物は出土しなかった。

{玄) S 11093 (第40図、図版16)

S B 1077の西に位置する竪穴住居跡である。 北壁と東壁の一部が残存し、し も高さ14--

17cmで、ある。直径35~54cm、深さ 12--20cmの柱穴がある。床面に直径24cm、円形の焼面がある

ヵ:、カマド しなL、SD1004 • 1006との新!日関係は定かではない。 S1 1074によって切

られている。遺物は出土しなかった。

( 2 )擁立柱建物跡

s器1071 (第49関)

S B 1072の北にある桁行 3間×梁行 2間の南北棟掘立柱式建物跡であ

る。柱掘形は一辺70--90cmの方形を皇し、垂直に掘り込まれる。埋土は

さ90cm、直径20--30cmの柱痕跡が残る。桁行、梁行のいず

れの柱掘形の間にも幅20--30cm、深さ 8cmほどの溝があり、

柱掘形埴土を切っていた。溝内には特に板状痕跡等は見られなかった。

もとにし 桁行総長6.4m (北から2.2十

ハ叶
dpo 
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第4章第95次調査

2.1+2.1)、梁行総長5.0m (東から2.5+2.5)で、計画尺は桁行21尺(7尺等間入梁行16尺

( 8尺等間)かと推定される。 1尺は30.7cmである。建物方位は発掘基準線に対し、桁行が北

で西へ12
0

振れる。 S1 1070 • 1083、SD1002より新しく、 SX1076よりも出し、。

東側の北から 2番目の柱掘形から土師器杯(第48図35) と須恵器杯の破片が出土、南西隅の

柱掘形からは回転糸切り痕のある土師器杯の破片が出土した。

(玄) S Bl072A;;島 (第50• 51図，図版20'~22)

桁行 5間×梁行 2間の東西棟掘立柱式建物跡、であ

る。 A.お2時期あり、 A期掘形は平面が一辺1.0

~l. 2mの方形で垂直に掘り込まれ、深さ90'"'-106cm、

お期掘形は長軸1.2m、短軸1.0mなどの楕円形とな

り、深さはA期とほぼ同様である。 A期掘形から幾

分南西にずらしてB期掘形を掘る。埋土は黒褐色土と褐色土が混じる。いずれにも、甚径30cm

前後の柱痕跡が認められる。

柱痕跡をもとにした柱間距離は、桁行が北側で総長15.05111 (東から3.3+2.9+2.85十2.9十

3.1)、梁行が東側で6.7111 (北から3.4十3.3)で、計画尺は桁行50尺 (11十時十9+10十10)、

梁行22尺 (11尺等間)と考えられる。 1尺は30.3cmで、ある。東妻より 2問自に間仕切があり、

建物を東 2間と西 3間に分かつ。建物方位は東妻で見ると発掘基準線に対し北が西へ19
0

振れ

る。 S1 1075 e 1076、SD 1078、SB 1077 • 1082によって切られる。

遺物はし、ずれも小破片A であるが、柱掘形内から回転ヘラ切り痕のある須恵器杯の底部および

口縁部、回転糸切り痕のある土師器杯の底部および口縁部が出土しfニG

(玄) S罷1077 (第50.51図，図版21• 22) 

桁行 3間× 2間の東西棟掘立柱式建物跡である。柱掘形は

長軸85cm、短軸70cm、あるし、は長軸74cm、短軸57cmなどの楕円形、

または長軸75cm、短軸60cmほどの方形を呈する。深さは北側 4本

では40~66cmであるが、西妻は13cm と浅く、東妻柱の掘形は残存

しない。柱は抜き取っているが、掘形下部に直佳20--'25cmの柱痕

跡がある。柱痕跡をもとにした柱間距離の平均は、桁行総長7.2m (東から2.75十2.45十2.0)、

梁行総長5.1111 (北から2.55+2.55) で、計間尺は桁行24尺 (9+8+7)、梁行17尺 (8.5尺

等間)と推定される。建物方位は東妻柱列で見ると発掘基準線に対し、北が西へ12
0

振れる。

S 1 1073 e S B 1072より新しい。

南東隅柱掘形から、底面に墨書:のある須恵器杯(第48図36) した。内部を転用硯とし

て使用している。この柱掘形は S1 1073の覆土を掘り込んだものであるため、この土器がSB

73 
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1077に伴うものではない可能性がある。その他、北西隅柱掘形から須恵器杯の破片、北側の西

から 3番目の柱掘形から土師器杯の破片が出土した。

④ S B 1081 (第40図)

る柱掘形 2基である。西側のそれは長軸58cm、短軸48cmで、誼径26cmの柱

痕跡がある。東側の掘形には柱痕跡は認められなし、が、おおよそ2.5mの距離があり、両者を

結ぶ方位は発掘基準線に対し北が東ヘ約80
0

振れる。南西方向に拡がる建物跡と思われるが柱

列である可能性もある。 SK 1087を切り、 S1 1074によって切られる。掘形内から遺物は出土

しなかった。

⑤ S B 1082 A e 毘 e C (第50• 51図，図版20)

桁行 2間以上、梁行 2間の東西棟掘立柱式建物跡で、東の未調査区に

延びてし・る o A '"ち事 C3期があり、 A..B期の柱据形は方形に近いが、

C期の掘形は直径1. 1m の楕阿形で、直径34~44cmの柱痕跡が残る。柱

痕跡をもとにしたC期建物の柱間距離は、梁行総長6.3m (北から3.3+

3‘0) で、計画尺は21尺(11+10)かと推定される。桁行は北西橋柱か

ら東へ2.25m、2.3mの柱間距離がある。

掘形を切っていて、思土に火山灰の小ブロック

A期あるいはB期の掘形は SB 1072B期

まれる。 S1 1076を切ってし、る。

口縁部、回転糸切り痕のある土師器底部および護の破片が出土した。

( 3 ) 

S D996 (第40図)

る東西方向の講で、長さ5.10m 

となる。 111記30--76cm、i宋さ 5-~ lOcm、

した。

、問みが不規則

も合わせ全長

らオ1る。13.24 m 

し、北が東へ68
0

振れる 0

SD持喜 {第40au

S D996の南1.2mに平行する東西方向の溝で、長さ8.45mを検出した。第90次調査分も合わ

せると全長16.76mとなる。、深さは全体 にlOcmほどである。溝内に不規則な浅い

しなかった。

る ない。 し北が東へ66
0

振れる。

し
」 しfこ。

S D999 (第40図)

SD998の南1.2111に る ある。長さ8.64111を倹出し、 も合

わせると全長15.55m となる。 111高20~40cm、深さ 5~10cm と 、。方{立は発撤基準線に対

し北が東へ66
0

振れる。 出土しなかった。

i':J 
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(主) S D 1002A ・呂 (第40国，図版23)

S D999の南に位量する東西方向の板塀で、長さ12.20mを検出した。第90次調査で14.3mを

検出していたので26.5mの長さとなったが、なお東方の未調査区に延びている。 A.B2時期

あり、 B期溝の幅は26----.，40cmあり、 2時期合わせたi隔は70cmほどとなる箇所もある。 B期板塀

に伴う柱穴が 7箇所あり、柱痕跡が残る。1.3m、1.4m、ト 5mの柱間距離である。 A期柱穴

にB期柱穴が重複する箇所もある。板塀の方位は発掘基準線に対し北が東へ70
0

振れる。本遺

構は S1966を切り、 SB 1071によって切られている。

須恵器護の胴部、土師器杯の小破片が出土した。

⑤ S D1004 (第43図)

南北方向の板塀で、第90次調査において長さ10.4mを検出していた。 SK1011の南では溝の

幅約40cmあ 1)，1.5mの柱間距離の柱穴が 4間並び、 S1 1074内で明確に止まってレるので、

全長15.2mとなった。 S1 1074との新!日関係は不明である。第90次調査では、 SD 1002板塀と

本板塀との交点より南では、 SD1002B期板塀と連続するものである可能性を指摘したが断定

はできなし、。方位は発掘基準線に対し、北が 80 西へ振れる。

⑤ S D 1006 (第43図)

S D988から曲折して一連となる南北方向の板塀で、第90次調査において曲折点から南へ

15.2 mを検出していた。今回さらに南側を調査して長さ25.3mとなったが、なおも南へ延びて

いる。径30~40cmの柱穴を新たに 8 個検出し、うち 7 i間に厚さ 6cm、幅24cmほどの板状の柱痕

跡が残る。柱痕跡から計測される柱間距離の平均は1.38mである。 S1 1074の床面で柱穴を検

出したので、住居よりも新し いようであるが、新18関係は定かではなし、。方位は発掘基準線に

対し、北が西ヘ10
0

撮れる。

SD1078 (第訪問)

る東西方向の板塀である。 r蓄の幅2()~35cmで、講内に南北方向35~訪問、

東西方向27~33cmの、南北に長い楕円形の柱穴が1. 5m の等間隔に並び、南北方向の S D1006 

)-- 、7
Q 。 中に厚さ 6cm、11I高20cmの板状の柱痕跡の明確なものがある。 S1 1073の東

側の床に床面からの深さ 11cmのピットがあるが、 S1 1073西壁外の柱穴から3.0mの距離、 S

DI006、SD 1078との交点からは12.0mの距離であり、一連の SD 1078の柱穴と考えてよいで

あろう。

S B 1072のB期西妻柱掘形を切っている。 S1 1073の遺構確認面では溝を認めるこ

とはできなかったが、板堺の方位は発掘基準線に対し北で78
0

東へ振れている。これは SB

1077建物の桁行方向に平行していることから、この建物に伴う板塀であると考えられる。 SB

1077はS1 1073よりも新しレことが確実であることカおら、 もS1 1073より新しL、もので
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ある可能性が高L、。遺物は出土しなかった。

⑧ S D1091 (第40図)

調査区西部にある全長3.4m、幅27cm、深さ 7cmの溝で、ある。方位は発揚基準線に対し、北

が東へ69
0

振れる。遺物は出土しなかった。

⑨$岱1022 (第40図)

第90次調査で長さ 2.15m を検出してし、た溝の東側延長部2.2m である。 Ip高36~45cm、深さ 10

cmで、 S1966の床土を切っている。方伎は SD1091にほぼ平行する。

( 4 ) 土坑

① S K 1084 (第49図)

S K1092の西にあり、楕円形で、全体がj習鉢状に凹む遺構である。長軸76cm、短軸66cm、深

さ23cmで、ある。 S1 1070の床土を切って L主る。遺物は出土しなカミった。

② S K 1085 (第49図)

S K1084の西にあり、楕円形を呈する遺構である。長軸72cm、鎧軸60cm、深さ40cm、底面は

ほぼ平らである。埋士には焼土、炭化物が多く入っていた。焼土はS1 1070の床を覆って本遺

構の南にも拡がっていたので、 S1 1070よりも新しし、遺構である。遺物は出土しなかった。

③ S K 1086 (第40図)

S 1 1073の間にあり、長軸2.06m、短軸64cmの長方形で、深さ20cm、底面は全体に丸みを帯

びている。埋土は暗褐色士である。遺物は出土しなかった。

(享) S K 1087 (第40図)

る円形の遺構である。[宣佳90~98cm、深さ 22cm である。

と思われる。 遺物は出土しなかった。

S K 1090 (第47図)

S 1 1076の南に位置し、 SK (T) 1089に重複して検出され

cm、底径はそれよりも広L、フラスコ形で、深さは64cmで、ある。

と思われるが、 SK (T) 1089との新!日関係は不明である。

(笠) S Iく1092 (第49図)

る。 口f主(1示ヲ60

ら縄文時代の遺構

しなかった。

SK 

cmで、

し、 む。長軸84cm、短軸72cm、深さ27

炭化物が混じる。遺物は出土しなかった。

( 5 ) すピット

S K (T) 1088 (第52凶)

S 1 1070の南に位置する Tピットで、

1080の下に入り込んでいるため、そ

うち2.5mを検出したが、地は SI 1070 • S B 

短軸は28~42cm、深さ 80cm で、あ

-77 
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H=46.30m一

7 .5Y R%時約色土

。

!
来
!

S K (T) 1088 

第52国 SK 1 086 ， S K (T ) 1088 

マ ラー

心。」 る前に、 中から縄文時代中期の大木 8b 

形土器が出土 Lt~o

S K (す) 1089 (第47出)

S K1086 

1m 

fl. H =46.30mム'

S 1 るすピットで、 L てL、る。4111 

で北端部が外方に幾分張り出している。 SK1090と重18~36cm、深さ 95cm で、ある。

ゐ7Jヘ 出土しなかっ7こ。らえられなかった。

( 6 ) その弛の遺構

S x 1080 (第49図)

3~2.6m?まど し、深さ36CI1l、 向かっ 埋土

り、これらよりも新しし る。

でし、る。 S1 1070の床土と、 SB 1071西側の南から 2番目の、炭化物を少
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回転糸切り痕のある土師器杯の破片が出土した。

2 遺構外出土遺物 (第53図)

( 1 ) 須恵器 37は底部から体部が直線的に外傾して立ち上がる杯で、底部切り離しは回

転糸切りによる。底部に「厨Jの墨書がある。

( 2 ) 土師器 38は体下部がやや丸みを帯び、上部は直線的にのびる杯である。底部切り

離しは回転糸切りによる。

( 3 ) 平瓦 39は四面に布tJ り、出面は無文である。木口面にケズ 1) 。。

37 

ζごコ 。
39 

lOcm 

第53図遺構外出土遺物

4節小結

!き続き、

の解明を 13 した。そ

る平坦j也を対象とし、その利用状況

掘立柱建物跡、板堺などの遺構を検出した。

S 1 966を除き、 に7軒を検出した。これらは S1 1093とS1 1074のよう

l!.r ，-、 ることや、 S1 1073とS1 1075のよう ら、全てが同

79 
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時に存在したものではないが、住居の方向には共通性が見られる。

このうち、 S1 1075からは比較的まとまりのある土器が出土していることから、住居の年代

を推定してみる。土師器杯の体部を見ると外傾して直線的に立ち上がり、外反度が少ない。底

部切り離しは回転糸切りで、再調整はない。領恵器杯、も底部の切り離しは全て回転糸切りで、

再調整はない。これらの高径指数(器高/口径 x100) は40~42の間が最も多い。

2 (849)年銘木簡と共伴した回転へラケズリ調整のある土師器杯と比較すると、その

高径指数は41.3であるので、 SI 1075出土土器と数値の上では近い値を示すが、 S1 1075出土

土器には回転へラケズリ調整がなく、全て回転糸切りである点において、木簡と共伴した土器

よりも若干新しい様相がある。 S1 1075出土土器は 9世期後半でも古い段階に位置付けられょ

うか。他の竪穴住居跡から出土した土器も、これとさほどの年代差は感じられず、おおよそ 9

世期後半の竪穴住居と担えることができる。

第90次調査では、これらの竪穴住居跡とは方向の異なる一群がある。 S1934、 S1965など

や、今年一部を検出した S1966などがそれで、 S1934からは 9世期前半代の土器が出土して

いる。今回検出した S1 1073などは、それらとは明確に年代を異にする住居群である。

9世期後半代の竪穴住居跡と掘立柱建物跡、の新旧関係を見ると、 SB 1072がこれらよりも古

しその年代を大まかに 9j止期前半代と ことができる。この建物の桁行方向とその北に

ある SD 1002板塀は同一で、各々 2時期があり、これらは併存するものであろう。建物の北側

と板塀との間には南北 9111の空間があることになる。

3表遺構の霊援間部

91吐紀TIi}半

S B 1072A. B 

Glit紀投下 10llt紀

S D 1078 

B 1082A・B.C

S 1 1070 

S 1 108:3 

S 1 1093一一揖

S B 1071ー争 SX 1080 S Dl002A. B 

ハリ
円
円

U



第 4章第95次調査

次に竪穴住居跡よりも新しい掘立柱建物跡に、 SB 1071、SB 1077、 SB 1082がある。これ

らは建物の方向に共通性があり、近い年代の建物であろう。年代決定材量は少ないが、 10世期

前半代としておく。 SB 1077の桁行方向にはSD1078板塀が平行し、これらは併存するもので

ある可能性が高い。このように、掘立柱建物に時期の異なる 2群があり、東西方向の板塀も 2

時期に分けられ、それぞれが伴うものであるとしづ克通しが得られる。第90次調査では板塀に

伴うものが不明確であったが、掘立柱建物に伴うことが明らかとなった。

この地区での遺構の変遷を概観すると、大まかに 91止期前半代に板塀を伴う掘立柱建物が造

営され、 9世期後半代になると竪穴住居に変わり、 10世期代にはまた板塀を伴う掘立柱建物へ

と変遷することがわかる。この地域は政庁とは異なり、極めて安定性に乏しいことが窺える。

この変遷を政庁建物群の変遷と対応させてみると、政庁第 I期に 9世期前半代の掘立柱建物

跡、政庁第豆期に 9世期後半代の竪穴住居跡、政庁第ill"N期に10世期代の擁立柱建物跡とな

ろうか。

今後もこの政庁東方地区の調査を継続し、こうした変遷のあり方が払田柵において、他の地

区ゃ区画施設とどう対応するのか、また、その変遷を促した要因などを探る必要があろう。

口
δ
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第54図 政庁東方地区の主要遺構
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第 l節調査経過

史跡の管理団体である{山北町に、千

口木79番地vこ住む森

川栄之助氏から、住宅新築を理由とし

た現状変更許可申請書が、平成 4年11

月17日付で提出された。申請書は秋田

会を経由し

された。

これに対し、文化庁から平成 5年 2

月 4日付委保第 4の1314号をもって、

「申請地は地下遺構の存在が予測され

るところでありますので、事前に発掘

その結果を待って処理す

ることが滴当であると考えます。っし、ては、申請者にこの旨をお伝えくださるとともに発掘調

、てよろしく御配慮ください。 Iとの通知があった。

4次調査地点の!羽隣で外郭線角材列のすぐ内側にある。当事務所では!第96次調

として 8月 2日より同 5日まで調査にさ当たった。

第 2節検出遺構 (第56• 57!乱 図 版24)

白木81番地で、標高36.7111の平坦な1-111地である。調査地の東側

では、 1975(昭和50)年の第 4次調査で、外郭線角材列の想定位置にトレンチを設定し

したが、角材列は検出さJlてし、なし、。この時のトレンチの約10m商に南北12m、東西 2

111のトレンチを設定した。 トレンチの北端は、外郭線角材列の存在が推定されてきた位置のす

ぐ内側にあたる。

は耕作土の下に近年の埋土が30~60cmの厚さで堆積し、その下は自然堆積の砂層@砂礁

層である。東西方向に走る11回2.6mの農道もある。森川氏によれば、かつて農道の北を商代に、

田に使用していたが、昭和49年に両方とも埋めて畑地としたとのことである。砂層 e砂
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ハ
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第56図 トレンチ位置図

‘J 」ァー
、L

1 7 .5Y R黒潟色耕作土
2 焼:i二、砂利、黒褐色 j二などが混じる近年のよ!I~~_L
3 7.5YR%灰貰掲色 L、近年のJ:!I!-j-_
4 )1誌上によるj[["1との道路

第57国 トレンチ直壁土遺i資軍関

は河川の流れによる堆積と考えられる。 トレンチ内に遺構は検出されなかった。

第 3節出土遺物

トレンチ内および周辺の畑地から、遺物の出土はなかった。
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第 4節小結

調査地は、外郭線角材列の存在が想定されてきた位置であるが、調査の結果、現状変更予定

地には遺構は存在しなかった。砂層、砂磯層は河川の流れによる自然、堆積層である。第57次調
(註 1) 

査では本次卜レンチの南西40mの地点を調査しており、地表から35cmの深さで砂層、さらに80
(註 2) 

cm下けごて砂際層に達し、ここも旧河川敷内であることが確かめられてし、る。また、 59次調査の

A トレンチは今回トレンチの東方60~ 1l 0m の位置であるが、厚さ 50cmの砂機層が検出されて

いて、ここも河川敷であることがわかる。

調査地の百目木集落の北には西流する八嶋川があり、現在は改修されて直線状であるが、改

修前の空中写真を見ると非常に細かな蛇行を繰り返しながら、その両側に河川敷が形成されて
(註 3) 

し、る提子が窺われる。砂際層の堆1震はこの八嶋)!!の流れによるものと考えられる。
(註 4) 

外郭線の位置は、昭和初期の後藤宙外@藤井東ーのボーリング探査に基づく絵関、昭和 5年

の文部省調査の際の 3千分の l図面が基本で、その北部については昭和56年にイ山北町が実施し

た北部外郭線の確認調査や、前述の第59次調査がある。しかし、実際に角材列を掘り出して確

認したのは極めて限られた地点に過ぎない。第 4次調査では角材列の想定位置に角材列はなく、

トレンチの南にその存在を推定している。今回の調査地も外郭線の想定される位置にトレンチ

を入れながら、角材列や布掘りは全く検出されず、河川跡が見られただけで-あった。
(註 5) 

平成 4年に実施した第92e 93次調査では、外郭内に南北100mにも及ぶ河川敷があり、その

中を大きく蛇行して流れる凋]11跡を検出した。河川の流れと角材列が交差する所では角材列は

当初から作られていなし あることが明らかとなっている。今回調査地付近の押川跡の形

成時期は必ずしも明らかではないが、古代においても河川敷となっていたとすれば、外郭南部

と何様に、そうした位震には当初から角材列を作っていないことが推定される。

註 1 秋田県教育委員会@払田柵跡調査事務所『払白柵跡調査事務所年報1984 払田櫛跡 第55~59次

発掘調査概要』 秋田県文化財調査報告書:第121集 1985 (昭和60)年

註2 註 1に同じ。

註 3 秋田県教育委員会 e 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払回禰跡 I 一政庁跡-~ 秋田県文化財

調査報告書第122集 1985 (昭和60)年

P L 1写真

註 4 1111北郡高梨村掛田櫛祉!日各図 この絵図では百日木集活付近の外郭線角材列は、破線で示されてい

る。ボーリング棒で探索したが、角材は確認されなかったのであろう。

註 5 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払回柵跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1992年 払田楠

跡 第92.93次調査概要』 秋田県文化財調査報告書第238集 1993 (平成 5)年
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第 6章第97次調査

第 l節調査経過

史跡の管理団体であるイ山北町に、仙北町

払田字下JlI原26番地に住む越後谷良昭氏か

ら、建物新築を理由とした現状変更許可申

請書が提出された。申請書は秋田県教育委

員会を経由して文化庁へ進達された。

これに対し、文化庁から中講者あてに

平成 5年 6月14日付委保第 4の456号をも

って、 r1 工事の着手は、秋田県教育委

員会による発掘調査の終了後とすること 0

2 上記の発掘調査の結果、

どが検出された場合は、設計変更等により、

その保存を図ること。 3 その組、実施に

当たっては、秋田県教育委員会の指示を受
第58図 第97次調査イ立護国

けること。」との通知があった。既往の調査結果から、申請地には中世域館に伴う拐の存在が

されたので、当事務所では「第97次調査」として、 9月 1日から同 9日まで調査を行った。

2節検出遺構 (第59• 60閃，図版24i

調査地は{山北町払田字真山 7-1番地で、 ある 9"'--'34.4mの緩やかな斜

面である。建物新築予定地に南北 9rn、東西 2rn のトレンチを設定した。厚さ20~30cmの表土

を剥ぐと暗褐色土層となり、その上に直径20~50cm、深さ 30'"'-55cmの円形ピットや、その他の

掘り込みが された。 地山は していて、 トレン まで-25

側、下方で、は130cmの深さがある。現地に昭和24年頃まで住んでいた越後谷敏夫氏 (64歳)の

話によれば、 トレンチの位置には戦前から藁を入れるための小屋があり、その西隣に甫北 5問、

3間ほどの規模の小屋、さらにその西に鶏舎があった。藁を入れる小屋は掘立柱建物で、

毎年稲の収穫時に建て、冬の前には取り壊したとのことであった。

トレンチ内に検出された柱穴は、表土の下にすぐに検出されることや越後谷氏の話から、近
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第60~ トレンチ平面図 e爵壁土審断菌鴎

(註 1)

真山を巡る中世域館に伴う堀のうち、南側部分については、これまで第26e 27次、
{註 3) 

第82次調査によって、いずれも堀が検出され、殊に第27"82次調査ではその上回!揺が約14mで

あることがトレンチ調査で確認されている。今回の調査区は第82{失調査の北東に位置し、堀の

検出が予想されたのであったが、これまで以上に真山の裾に近いためか堀は存在せず、 トレン

チ位置は堀の内側であることが明らかとなった。堀は調査区の南に存在し、真山南麓の地形に

沿いながら、東西方向に走るものと推定される。

真山丘陵はまだ発掘調査の手が及んでいないが、外郭線の仁1=1に位置し、今回微量ではあるが

古代の土器も出土したことにより、中世域館に伴う遺構の也、域柵としての遺構の存在も当然、

想定され、今後その調査も必要であろう。

註 l 秋田県教育委員会§払田村!日跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1979 払田邦11跡一第23~30次

発掘調査概要-Jl 秋田県文化財調査報告書第75集 1979 (昭和54)年

註 2 秋田県教育委員会@払田柵跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1981 払田柵跡一第38~45次

発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第98集 1982 (昭和57)年

註 3 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1989 払田楠跡

第79~83次発掘調査概要…J 秋田県文化財調査報告書第200集 1990 (平成 2)年
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第 7章 自然科学的調査

払田柵 跡 河 J lIJ跡調査

秋田大学鉱山学部西谷忠師

1 .はじめに

払田柵内には大きく蛇fIしながら東から西へ流れる河川が存をしたことが示されており、(秋

田県教育庁払田柵跡調査事務所， 1993)、その一部が発掘調査によって確認されている(第61図)。

この河川劫:は表面付近では30c扇程度の深さをもち!福は4.5---6mである。更に地表から 2r日程度

の部分には砂質土があり、砂利層に達する(第62図)。砂利震のl隔は60-------70mである。この砂

利層は氾濫によって形成されたと考えられている。

この最終段階の河川あるいは砂質士や砂利層から期待される旧河川の分布を物理探査の手法

によって明らかにすることが本調査の目的である。用いた物理探査の手法は電気探査と VLF

探査である。

2.探査場所

探査範囲は第92次 e 93次調査で明らかになった河川跡の位置を目安として測操を選んだ(第

63図)。探査地域の地表面下の様子はトレンチの結果を参照して次の三種類に分けられる。

(イ)河川跡ではなし、場所、

(ロ)河川跡で砂利躍のある場所、

(ハ)河川跡で砂利層があり、上部に最終段階の河川跡のある場所。

(ロ)砂利層、及び(ハ)最終段階の河川跡を含む砂利層、の分布を物理探査で

把握することを試みる。砂質土と砂利層を含めたものとしてここでは砂利層と呼んでいる。 ト

レンチによって河川跡が確認されている場所の近くをまず選び、河川の特徴を捉え、こ

を基に河川の方向を推定することを試みる。

3. 探査方法

として るVLF探査の二手法を用レた。

ハ吋
dno 
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第61圏 第92次・ 93次調査で明らかになった河)11跡の位置(秋11:11県教育庁払出柵跡

調査事務所， 1993)。問中黒い部分が検出された最終段階の河川跡、点線がその推定
j走路である。
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自然科学的調査第 7章

E 
H-33.20m _畠

開

A_  

o 2m 

l.".1"，， 1 

第62図 5 L 1035河J11跡土層断面図(秋田県教育庁払田禰跡調査事務所， 1992)。表部付近に最終段階
の河川町、があり、砂質-士と1昔、手IJ層が分布している。

o 20 40 (m) 

| I  I I 

第63図 探査5!lIJ線問。 xI~IJ は弔i在探査、水平探査の原点の位置を示す。実線は測定範閣を示す。探査
内容は以下の通り。 1，2， 3， 4:電気探査垂直探査、 51， 52:電気探査水平探査およびVLF探査、
251A，251B，252A，252B:電気探査水平探査。
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在、田柵跡調査事務所年報1993

査には垂直探査と水平探査の二簿類がある。

3. 1 電気探査@垂直探査

深さ方向の地下比抵抗分布を知るための手法

が電気探査の垂直探査である。垂直探査では四

本の電極を等間隔に打ち込み、両端の Cぃ

C2電極に電流を流し、内側の Pj、P2電極で

電圧を測定する(第64図)。 (p 1、

C1 C2 P1 P2 

原
点

第64図 電気探査の電模配置。 C1， C2開に
電流を流し、 P1， P2間で電圧を測定する。
等間隔に電極を配置する測定方法は1m極法あ
るいはウェンナ一法と呼ばれている。

P 2) の中間点が観測点になる。地中に流し込

む電流とその時に電位電極間で測定した電圧から抵抗 (R) が得られる。この値を用いて見掛

比抵抗 (pa)

Pa = 2πRa 

を計算する o aは電極間隔である。電極間隔を広くとると、より深くまでの情報を知ることが

できる。電極間隔を最初短く、次第に間隔を大きく取りながら測定を行う。このような測定方

法が垂直探査である。電気探査はよく用いられる探査手法である(西村、 1991)。

第63図の探査測線図でムム 3、 4が垂直探査を行った地点で、ある。

3. 2 電気探査@水平探査

電極間隔を一定にして、水平方向に移動しながら測定する方法が電気探査の水平探査である。

この方法では地下の一定深度迄の平均的な比抵抗の変化を捉えることが可能である。今回の調

査の場合、河JII跡のある場所では比抵抗の変化があると予想できるため、水平探査は有効な探

査手段になると
切ア

心 。

測定義51、52そして測線251A、251B、252A、252Bが水平探査を行った場所で‘ある。

3. 3 V工F探査

VLF に使われてし、る VLF波を利用した探査手法である。愛知

5。測定方法は最初に VLF

に磁場成分を測定する。現

52.古ミら発信されてし、る 17.4kHzのVLF波を使っ

局を探し、その方向に して電場成分を、これと

場で見掛比抵抗と電場と磁場の位相差を得ることが出来る。探査深度は比較的深く 20~40 mで

ある。 付近とそれより下部の比抵抗備のコントラストを示す。 45度が一様な大地

円
〆
ム

ハ
可
υ



第 7章 自然科学的調査

の場合である o 45度より さい場合、表層什近より 、と

考えられる。 45度より大きな位相差の場合は逆に表層より下部層の比抵抗が小さい。

{J!1j線51、52がこの VLF った場所である。

4.探査結果

4. 1 電気探査@垂直探査

電気探査@垂直探査は側線 l、 2、 3、 4で行った。測線 lと4では最終段階の河川と砂利

層が期待出来る場所である。測線 2は砂利層の影響を見るためであり、測線 3は河川跡のない

場Ffiでの地下の様子を知るための測線である。

第65図a~ c Vこ垂直探査の結果を示す。ここで示すグラフは横軸に対数で電極間隔を、縦軸

1A 1日 4 2 3 。 。

2 2 

3 一一 一-3 

4 4 

5 一-5 
(m) m

 
第66図 地表から 5m付近までの地下構造モデ'}f;o iHlJ線lA，JB， 4は品終段階の河川町、と{砂利胞の
ある場所、 i&1J線2は砂利層のみ、 iWJ線3はiilI}IIAaf:'"を受けていない場所ーである。 I:KIには比抵抗{泣から
推定できる持層を示しである。

93 



在、閉村!日跡調査事務所年報19~ß

には対数で'.1::ヒ抵抗値をプ戸、ソトしてある。ある

れている。

度での比抵抗ではなく平均的な比抵抗である。そのため測定された比抵抗は見掛比抵抗と呼ば

された比抵抗値は地下のその深

モデノLを仮定 Lて理論的に計算した見掛比抵抗で、ある。図の

出来るだけ観測績を再現する構造モデルを示しである。な

お、測線 lでは地去の状態が測定値に与える もるため同 ---"r-1行った。

一回 1'1 (測線名 1Ai 、一回n(測帝京名 1B iは一回目から二日後のやや地表が

乾燥した状態で測定を行っている。 解析の結果では両者共ほぼ同じ傾向を示していた。比抵抗

は地表付近でわずカ￥に違し

表付近の状態はほとん

られる程度で河川跡、あるいは砂利層を探査するためには、地

しないと解釈してよ L、。

第66図には地表から 5mまでのモデル構造を示す。測線 lA、1B、4に見られる地表から20

Crn -~60cm程度の低比抵抗は最終段階の河川を示していると考えてよし、であろう。測線 1 A、 l 

B、 4、 2に見られる 1111付近から 4m 付近、側線 3の0.5111から 5111付近まで存在する低比

抵抗は粘土層を示していると考えられる。先ほどの最終段階の河川跡とこの粘土層に挟まれた

比抵抗のやや高L ト

ι

( a ) 
100 
90 
80 

____ 70 

560 
~ 50 
場
まえ 40 
端

図式 30 

20 

0.01 

a(m) 
0.1 10 

0.08 0.18 0.6 1.2 3.6 m 

( b) 
100 
90 
80 

_ 70 

360 
1三50
場
まえ 40 
璃
眠

30 

20 

0.01 ー
加a

 

10 0.1 

0.15 1.1 3.2 m 

を示していると考えられる。地表から20cm程はど
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第65国 電気探査 e 垂直探査の結果。横*I~ に
屯~ìE f間隔を、 *ilt J!!出に比抵抗11立をプロットしで
ある。 !~l~， JしがiHlJ定1直、実線がi也i干構造モテール
を仮定してまm~í命的に計算した見J卦比in:抗であ
る。r問雪司iの iドマ{に二 r村柱L守主一j主i主:~状犬!同支苛!で、十トh構!持守 j足i主5モテ
るιo(ωa)川i損測R即刑附鮒IJ*村吋同f品:泉 lAの結果O この場所では最終
段階の河川跡と砂利層が期待できる。 (b)測
線2の結果。この位置では砂質 t..砂利層が
JtJH寺できる。(c ) iHlJ線3の結果。 illJ川跡も砂、
利回もないと考えられている場所。
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第 7章 白熱科学的調査

の場合も表土あるいは人工的に乱されている部分であろう。最終段階の河川はこの下に存在す

る。しかし、砂利層のみ、あるいは河川!と関係のない場所では低比抵抗は存在しなし、。測線 3

では河川の氾濫の影響を受けていないため、粘土層が0.5mから始まっている。また0.1mから

0.5 mのやや高い比抵抗は耕作の影響が出ているものと考えられる。

上記の解釈はトレンチの結果とよく一致していることが分かる。電気探査によって推定され

る 0.4m~1.2m のやや高い比抵抗は砂利層と砂質土を含んだものであり、砂利層のみの探査と

はなっていなし、。これは礁の大きさは比抵抗には直接反映されていないためであろう。

なお、地下構造モデルを求めるときには、まず初期モデルを与え理論計算を行い、観測値と

の差を求める。この差を最小とするよう更にそデ‘ルを変更する。この操作を繰り返して最終的

なモデルを決定している。従って、ここに示したモデルは解釈の一つであり、これ以外にも観

測{疫を再現する地下構造モデルを与えることは可能である。

4. 2 電気探査@水平探査

水平探査では水平方向の比抵抗の分布状況が把握できる。側線51では、 i跡

ではない所→砂利層→最終段階の河川跡少砂利層と変化する場所である。測線52では、地下の

様子が砂利層→最終段階の河川跡→砂利層と変イとしている。これら地下講造の変化がどの様に

測定値に現れるかを調べた。測線51、52の結果をそれぞれ第67図a、bに示す。 トレンチから

きる河川跡や砂利層の位置を図中に示しである。第67鴎 aでは秋田県教育庁払田楠跡調

(1992)が予想している河川!の流路では結果を説明できないため砂利層の北隈および

最終段階の河川跡の位置を北に 1111程度移動してある。電極間関aが大きくなるにつれて変化

は滑らかになるが、比抵抗の差は小さくなる傾向が見られる o aが0.5m、 1 mでは変動が激

しいが、最終段階の河川の部分で最低値を示している。最終段階の河川がそのまま静かに保存

されているのではなく、地表付近の擾乱、内部での撹乱などがこのよと抵抗変化の大きな変動に

ているためであろう。また特徴として、昨JIl跡でない場所から砂利層に移行すれば全

体的に比抗抗が大きくなる傾向が見られる。第67図bでは最終段階のかIJ}11跡の部分で比抵抗が

減少してし、ることが分かる。しかも、この傾向は aが 1111の時に最もよく現れている。この測

線でも電磁間隔が/トさいときに比抵抗が低い部分で変動が激しし、。

これらの結果から、最終段階の河川跡を探査するためには、電極間隔 aを0.5mまたは 1m 

として水平探査を行い、比抵抗の減少する場所、あるいは変動が激しし低し

見つければよいことが分かる。また、砂利層を探査するためには電極間関 aを 3mまたは 5m 

として 、、 7' 

0 

95 
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第67図 電気探査 e 水平探査の結果とトレンチから予想される河川i状態。(a)測線51。このj射線では

河川跡でない場所から、砂利層、 ti支終段階の河川跡が含まれている。(b ) iHlJ線52
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ると考えてよい。

第 7章 自然科学的調査

の結果と総合して考えれば、電極間隔 aが 1mは効果的に最終段階

の河川跡を探査するには適当であり、電極間隔 3mが砂質土および砂利層の部分を見いだすに

よび砂利層探査は電極間関 4~ 5 mが現実的であろう。

は適当な間隔であると結論付けられる。探査効率から考えると河川跡探査は電極間隔 1m、砂

4. VLF探査3 

VLF探査は測線51と測線52で行っている。第68図 a、

る。

bがそれぞれ測線51、52の結果であ

や位相に変化が認められる。 しカ通し、

測定値は共に変動が激しし、。最終段階の河川跡と砂質土および砂利層との境界付近で比抵抗

どれが河川跡に対応するのか、砂利層の部分はどこまで

であるのかを特定するのは難しい。測線52の14mから18mにかけての低比抵抗はより深い部分、

おそらく 25m以深の構造を反映してかるものと解釈してもよいであろう。 VLF波を利用する

場合、対象としてし、る地下北抵抗が平均100Q"mで、あれば探査深度は約40mである。約40m

迄の比抵抗の分布が総合されたものとして測定値が得られる。比抵抗のコントラストが今回の

測定の場合より大きければその構造を把握で、きるであろう。概括的な構造把握には VLF探査

と思jつれる。

40 

しかし、河川跡の探査には銭念ながらあまり有効な手段ではなL、。
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第 7章 自然科学的調査

に測線251Aでは電極間隔を 1111、測線251Bでは電極間隔を 1m、 2 m、3 mとして測定を行

った。両測線とも最終段階の河川跡の推定が目的である。この結果を第69図a、bに示す。第69

図 a が測線251A の結果である。原点から 16m~23m 付近に比抵抗の低くなる部分が存在する

のでこの位置が最終段階の河JlIと推定できる。第69図bが測線251Bの結果で、 18m-------24mに

フ。

比抵抗の小さくなる傾向が認められ、やはりこの位置が最終段階の河川跡と考えてよいであろ

次に砂質土あるいは砂利層探査の目的で測線252A、252Bで測定を行った。電極間隔は共に

5 mである。 これらの測線は原点では砂利層が無いが測線の途中から砂利層があると期待され

る。測線252Aでの結果を第70図aに示す。距離24m付近から比抵抗が急に大きくなる傾向が
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第70隠 電気探査・水平探査による砂利層の推定。(a ) iHlJ線252Aにおける結果。電極間隔は5111であ
る。 (b)mlJ線252Bにおける結果。電極間隔は5111とした。
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結果は第10図bである。測線、252Aと同様に距離10111付近から 大きくなってし‘る

} 

」

ため、 この位置から砂利層が存在すると考えられる。

きる河川の延長、砂利層

6. まとめ

a 

一一-5m

_L  

40 50 

できる。測線252Bでのること

国に示した。

よって河川跡の特徴、

L、て最終段階の河川跡、や砂質土ある L

河川の氾濫の影響のなし

最終段階の問)11跡、砂質土 e

99 

を見L、だすこと

の比抵抗を把握すること

くま ることがわかった。氾濫の

ることし
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第71図 探査結果から推定できる河川の延長状態と砂質土 s 秒利壌の堺界イ立置。左下の)¥_い点線が品
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第 7章 自然科学的調査

ができた。電気探査の水平探査は河川の延長状態を捉えることに有効で、電極間痛を 1m 

にすれば最終段階の河川跡を探査出来ることを示した。同じく電気探査の水平探査で電極間隔

を 3m"-5m~こすれば砂質土@粘土層の始まる位置を特定できることも示した。電磁探査の

るVLF探査は河川の探査にはあまり有効ではなかった。
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第 8章調査成果の普及と関連活動

1 現地説明会の開催

平成 5年10月 2日

第94.. 95次調査について

2 諸国体主催行事への協力活動

政庁跡や発掘調査現場において、仙北町立仙北中学校、秋田県立六郷高等学校、脇本域社懇

話会や各種団体主催の郷土学習会、見学会などに対し、払田柵跡の説明を行った。

3 払田柵跡環境整備審議会への出席

1間 平成 5年10月7• 8日

第 2回 平成 6年 2月22e 23日

4 顧問会議の開催

第37田 平成 5年 9月初日

第38田 平成 6年 3月 2日

5 報告

児玉 準「秋田県払田櫛跡発掘調査の近況J~日 1993年 4月 日本歴史

児玉 準「払田村市跡の発掘調査の成果と課題J北奥古代文化研究会 第23回大会資料 1993 

年9月25日

児玉 準「払問柵跡一第94.. 95次調査の概要 J~第20回古代域柵官街遺跡検討会資料』

1994年 2月26o 27日

児玉準 I:tL田柵跡の調査(第94.. 95次) ~秋田

1994年 3月12" 13日
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図阪6 l1!94次調進
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図版11 第94次調資
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図版16 第95次調査
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図騒19 第95次誇重量
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図版21 1895次謁査
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図版28 til94次調丘 遺 物(4) 

2 3 

+sefア 一一一三二手孟量

、 "，:， I 、 ，~~ '-f喝圃園田

、‘ ‘一
一

1 -5 ii'll韓外 6-9 501041 

1 

可

、

、

1 

、
、

5 

、

、

‘ 

4 6 

、

、

7 8 
、



3 

1-3、;'-8 S 01041 4 遺機外

函版29 第94汰調査 遺 物(5 ) 

2 

島113| く:目

可f

，. 

5 

7 

4 

EJV:T1議 I-E--TR4二ム;
6 

8 



、

、
図版30 第94次調査 遺 物(6 ) 
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